
8.1-1 

第８章 資料編 

 

８．１ 工事関係 

８．１．１ 工事の時間帯、交通に関する資料 

 

出典：施工計画書（抜粋） 
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8.1-2 

８．１．２ 建設機械等に関する資料 

 

    出典：施工計画書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動用発電機（超低騒音型）の実例      移動式クレーン（低騒音型）の実例 
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8.1-3 

８．１．３ 工事関係者による会議等に関する資料 

 

   出典：施工計画書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

© 2026　電源開発送変電ネットワーク㈱
（資料 − 3）



8.1-4 

   当社主催実績 

実施年月 会議名等 環境関連の内容 

2023 年 9 月 安全衛生推進協議会（全体） 環境教育 

2024 年 3 月 安全衛生推進協議会（全体） 環境教育 

2024 年 5 月 現場安全協議会 環境教育及びパトロール 

2024 年 9 月 安全衛生推進協議会（全体） 環境教育 

2025 年 3 月 安全衛生推進協議会（全体） 環境教育 

2025 年 4 月 現場安全協議会 環境教育及びパトロール 

2025 年 5 月 現場安全協議会 環境教育及びパトロール 

2025 年 9 月 安全衛生推進協議会（全体） 環境教育 

2026 年 3 月 安全衛生推進協議会（全体） 環境教育 

 

    当社による動植物保全に係る啓蒙活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育テキストの実例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希少動植物ポケットブック（2024 年 3 月発行） 
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8.1-5 

８．１．４ ヘリコプター運搬に関する資料 

 

出典：施工計画書（抜粋） 
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8.1-6 

８．１．５ 景観・風景に関する資料 

 

出典：当社 架空送電線路資材購入標準規格 送電用鉄塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：一般財団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会 
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8.1-6 

８．１．５ 景観・風景に関する資料 

 

出典：当社 架空送電線路資材購入標準規格 送電用鉄塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：一般財団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会 

 

8.2-1 

８．２ 保全措置・事後調査関係 

８．２．１ 植物保全に関する資料 

 1.移植実施状況 

   移植実施状況を表 8.2.1-1〜24 に示す。 

 

表 8.2.1-1 移植実施状況 

移植元 

種 名 エビネ 

 

 

移植元地点 移元 146-1 

群 落 伐採跡地群落 

撮影日 2023 年 6 月 13 日 

移植個体数 50 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 146-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 6 月 13 日 

移植個体数 エビネ 50 株 

備 考  
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8.2-2 

表 8.2.1-2 移植実施状況 

移植元 

種 名 クマガイソウ 

 

 

移植元地点 移元旧ヘリ-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 5 月 23 日 

移植個体数 11 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先旧ヘリ-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 5 月 23 日 

移植個体数 クマガイソウ 11 株 

備 考  
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8.2-2 

表 8.2.1-2 移植実施状況 

移植元 

種 名 クマガイソウ 

 

 

移植元地点 移元旧ヘリ-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 5 月 23 日 

移植個体数 11 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先旧ヘリ-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 5 月 23 日 

移植個体数 クマガイソウ 11 株 

備 考  

 

8.2-3 

表 8.2.1-3 移植実施状況 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 149-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 5 月 25 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 149-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 5 月 25 日 

移植個体数 コクラン 1株 

備 考 移植株仮置き 
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8.2-4 

表 8.2.1-4 移植実施状況 

移植元 

種 名 エビネ 

 

 

移植元地点 移元 150-2 

群 落 伐採跡地群落（草地） 

撮影日 2023 年 6 月 12 日 

移植個体数 11 株 

備 考 線下伐採後の草地に生育。 

移植先 

移植先地点 移先 150-1 

 

 

群 落 伐採跡地群落（低木） 

撮影日 2023 年 6 月 12 日 

移植個体数 エビネ 11 株 

備 考 線下伐採後の低木林内。 

 

（資料 − 10）
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8.2-5 

表 8.2.1-5(1) 移植実施状況 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 151-3 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 2 株 

備 考  

種 名 コミヤマスミレ 

 

 

移植元 移元 151-11 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 45 株 

備 考  

種 名 ベニシュスラン 

 

 

移植元地点 移元 151-12,13 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 30 株 

備 考  
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8.2-6 

表 8.2.1-5(2) 移植実施状況 

移植先 

移植先地点 移先 151-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 

コクラン 2株 

コミヤマスミレ 45 株 

ベニシュスラン 30 株 

備 考  

  

（資料 − 12）
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8.2-6 

表 8.2.1-5(2) 移植実施状況 

移植先 

移植先地点 移先 151-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 

コクラン 2株 

コミヤマスミレ 45 株 

ベニシュスラン 30 株 

備 考  

  

8.2-7 

表 8.2.1-6 移植実施状況 

移植元 

種 名 ホンゴウソウ 

 

 

移植元地点 移元 151-6,7,8,9,10 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 86 株 

備 考 掘り取った土塊 

 

移植先 

移植先地点 移先 151-2 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 ホンゴウソウ 86 株 

備 考 生育環境調査で選定。 

植え付け。斜面方位を変えて 3 地

点に分散させて移植した。尾根の

東側に 27 株、尾根上に 27 株、西

側に 32 株を移植した。 
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8.2-8 

表 8.2.1-7 移植実施状況 

移植元 

種 名 ムカゴネコノメソウ 

 

 

移植元地点 移元 151-4 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 表土移植 

備 考 地上部を枯らして休眠期に入って

いており、個体位置が不明であっ

たため、生育地点の表土を剥ぎ取

り、コケを含んだ表土毎移植した。 

移植先 

移植先地点 移先旧ヘリ-2 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 表土移植 

備 考 湿潤環境を選定。 

 

 

（資料 − 14）
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8.2-8 

表 8.2.1-7 移植実施状況 

移植元 

種 名 ムカゴネコノメソウ 

 

 

移植元地点 移元 151-4 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 表土移植 

備 考 地上部を枯らして休眠期に入って

いており、個体位置が不明であっ

たため、生育地点の表土を剥ぎ取

り、コケを含んだ表土毎移植した。 

移植先 

移植先地点 移先旧ヘリ-2 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 表土移植 

備 考 湿潤環境を選定。 

 

 

8.2-9 

表 8.2.1-8 移植実施状況 

移植元 

種 名 アリドオシ 

 

 

移植元地点 移元 156-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

移植個体数 14 株 

備 考  

種 名 アリドオシ 

 

 

移植元地点 移元 156-2 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

移植個体数 27 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 156-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 11 月 16 日 

移植個体数 アリドオシ 41 株 

備 考 複数地点株を移植した。 
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8.2-10 

表 8.2.1-9 移植実施状況 

移植元 

種 名 ベニシュスラン 

 

 

移植元地点 移元 156-3 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 156-3 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 11 月 16 日 

移植個体数 ベニシュスラン 1株 

備 考  

 

（資料 − 16）
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8.2-11 

表 8.2.1-10 移植実施状況 

移植元 

種 名 ホンゴウソウ 

 

 

移植元地点 移元 157-2 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 10 月 24 日 

移植個体数 16 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 157-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 11 月 16 日 

移植個体数 ホンゴウソウ 16 株 

備 考 生育環境調査で選定。 

植え付け。斜面方位を変えて 3 地

点に分散させて移植した。尾根の

東側に 5 株、尾根上に 5 株、西側

に 6株を移植した。 
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8.2-12 

表 8.2.1-11 移植実施状況 

移植先 

移植先地点 移先 163-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 コクラン 8株 

備 考 複数地点株を移植した。 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 163-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 163-2 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 7 株 

備 考  

  

（資料 − 18）
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8.2-12 

表 8.2.1-11 移植実施状況 

移植先 

移植先地点 移先 163-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 コクラン 8株 

備 考 複数地点株を移植した。 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 163-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 163-2 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 7 株 

備 考  

  

8.2-13 

表 8.2.1-12 移植実施状況 

移植先 

移植先地点 移先 163-2 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 コクラン 25 株 

備 考 複数地点株を移植した。 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 165-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 10 株 

備 考  

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 165-2 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 15 株 

備 考  
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8.2-14 

表 8.2.1-13 移植実施状況 

移植元 

種 名 ナンバンギセル 

 

 

移植元地点 移元 165-3 

群 落 ススキ群落 

撮影日 2023 年 5 月 22 日 

移植個体数 ススキ 1株 

備 考 ナンバンギセルの花茎跡。この株

が寄生していたと考えられるスス

キを移植した。 

移植先 

移植先地点 移先 165-1 

 

 

群 落 ススキ群落 

撮影日 2023 年 5 月 22 日 

移植個体数 ススキ 1株 

備 考 草地として維持される必要がある

ことから、改変域直近の草地に移

植した。 

 

（資料 − 20）
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8.2-15 

表 8.2.1-14 移植実施状況 

移植元 

種 名 サネカズラ 

 

 

移植元地点 移元 166-5,6 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 7 株 

備 考 根は5cm～10cm程度と浅いものの、

長く横走していた。 

移植先 

移植先地点 移先 166-2 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 サネカズラ 7 株 

備 考 植え付け後、乾燥防止のため落葉

でマルチングした。 
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8.2-16 

表 8.2.1-15 移植実施状況 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 166-1,2,3,4 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 59 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 166-3 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 59 株 

備 考 複数地点株を移植した。 

 

（資料 − 22）
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8.2-17 

表 8.2.1-16 移植実施状況 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 166-7,11,12 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 21 株 

備 考 根は浅く、深さ 1cm～5cm 程度であ

った。 

移植先 

移植先地点 移先 166-4 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 21 株 

備 考 複数地点株を移植した。 
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8.2-18 

表 8.2.1-17 移植実施状況 

移植元 

種 名 アリドオシ 

 

 

移植元地点 移元 166-10 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 35 株 

備 考 根は深さ 5cm～10cm 程度で主根が

横走しており、細根は少なかった。

大きな株でも深さ20cm程度であっ

た。 

移植先 

移植先地点 移先 166-5 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 アリドオシ 35 株 

備 考  
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8.2-18 

表 8.2.1-17 移植実施状況 

移植元 

種 名 アリドオシ 

 

 

移植元地点 移元 166-10 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 35 株 

備 考 根は深さ 5cm～10cm 程度で主根が

横走しており、細根は少なかった。

大きな株でも深さ20cm程度であっ

た。 

移植先 

移植先地点 移先 166-5 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 アリドオシ 35 株 

備 考  

 

8.2-19 

表 8.2.1-18 移植実施状況 

移植元 

種 名 クリハラン 

 

 

移植元地点 移元 166-8,9 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 25 株 

備 考 太い根茎が石垣表面を這ってい

た。 

移植先 

移植先地点 移先 166-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 クリハラン 25 株 

備 考 一部は擁壁の溝に根茎を這わせ、

ケト土で固定した。 
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8.2-20 

表 8.2.1-19 移植実施状況 

移植元 

種 名 ナンバンギセル 

 

 

移植元地点 移元 166-13,14,15,16,17 

群 落 ススキ群落 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 ススキ 5株 

備 考 ナンバンギセルの花茎跡が確認で

きたススキを移植 

移植先 

移植先地点 移先 166-8 

 

 

群 落 ススキ群落 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 ススキ 1株 

備 考  
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8.2-21 

表 8.2.1-20 移植実施状況 

移植元 

種 名 ゴンズイ 

 

 

移植元地点 移元 168-1,2,3 

群 落 伐採跡地群落 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 16 株 

備 考 成木は個体が大きく移植できない

ため、周辺に生育していた実生を

移植した。 

移植先 

移植先地点 移先 168-1 

 

 

群 落 伐採跡地群落 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 ゴンズイ 16 株 

備 考 複数地点株を移植した。 
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8.2-22 

表 8.2.1-21 移植実施状況 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 159-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2024 年 12 月 19 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 159-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2024 年 12 月 19 日 

移植個体数 コクラン 1株 

備 考 複数地点株を移植した。 
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8.2-22 

表 8.2.1-21 移植実施状況 

移植元 

種 名 コクラン 

 

 

移植元地点 移元 159-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2024 年 12 月 19 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 159-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2024 年 12 月 19 日 

移植個体数 コクラン 1株 

備 考 複数地点株を移植した。 

 

8.2-23 

表 8.2.1-22 移植実施状況 

移植元 

種 名 ゴンズイ 

 

 

移植元地点 移元 161-2,3 

群 落 伐採跡地群落 

撮影日 2024 年 10 月 30 日 

移植個体数 13 株 

備 考  

移植先 

移植先地点 移先 161-1 

 

 

群 落 伐採跡地群落 

撮影日 2024 年 10 月 30 日 

移植個体数 ゴンズイ 13 株 

備 考 複数地点株を移植した。 
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8.2-24 

表 8.2.1-23 移植実施状況 

移植元 

種 名 カナクギノキ 

 

 

移植元地点 移元 143-3 

群 落 伐採跡地群落 

撮影日 2025 年 6 月 12 日 

移植個体数 1 株 

備 考 実生株を移植 

移植先 

移植先地点 移先 147-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2025 年 6 月 12 日 

移植個体数 カナクギノキ 1株 

備 考  
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8.2-24 

表 8.2.1-23 移植実施状況 

移植元 

種 名 カナクギノキ 

 

 

移植元地点 移元 143-3 

群 落 伐採跡地群落 

撮影日 2025 年 6 月 12 日 

移植個体数 1 株 

備 考 実生株を移植 

移植先 

移植先地点 移先 147-1 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2025 年 6 月 12 日 

移植個体数 カナクギノキ 1株 

備 考  

 

8.2-25 

表 8.2.1-24 移植実施状況 

移植元 

種 名 ツルシロカネソウ 

 

 

移植元地点 移元 145-1 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2025 年 6 月 13 日 

移植個体数 7 株 

備 考 沢の縁の土砂だまりの湿潤環境で

生育確認。 

生育地モノレール敷設のため移植

を実施した。 

移植先 

移植先地点 移先旧ヘリ-2 

 

 

群 落 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

撮影日 2025 年 6 月 13 日 

移植個体数 ツルシロカネソウ 7株 

備 考 湿潤環境に移植した。 
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8.2-26 

2.林内環境維持実施状況 

  林内環境維持実施状況を表 8.2.1-25〜31 に示す。 

 

表 8.2.1-25 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

防風ネット設置状況 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2024 年 4 月 11 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

保護個体 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考 現状が林縁であるが、南～東に

かけての直近の樹木が多く伐

採されることから、日照環境が

大きく変化すると考えられる。

そのため、林内環境維持作業を

行う必要があると判断した。 
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8.2-26 

2.林内環境維持実施状況 

  林内環境維持実施状況を表 8.2.1-25〜31 に示す。 

 

表 8.2.1-25 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

防風ネット設置状況 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2024 年 4 月 11 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

保護個体 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考 現状が林縁であるが、南～東に

かけての直近の樹木が多く伐

採されることから、日照環境が

大きく変化すると考えられる。

そのため、林内環境維持作業を

行う必要があると判断した。 

8.2-27 

表 8.2.1-26 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 コミヤマスミレ 

 

保護地点 林保 149-9 

撮影日 2023 年 10 月 27 日 

保護個体数 47 株 

備 考 改変域側に防風ネットを設置

する。 

防風ネット設置状況 

種名 コミヤマスミレ  

設置予定 保護地点 林保 149-9 

撮影日  

保護個体数 47 株 

備 考  

保護個体 

種名 コミヤマスミレ 

 

保護地点 林保 149-9 

撮影日 2023 年 10 月 27 日 

保護個体数 47 株 

備 考 南東側がやや広く伐採される

ことから、日照環境が大きく変

化すると考えられる。そのた

め、林内環境維持作業を行う必

要があると判断した。 
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8.2-28 

表 8.2.1-27 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 林保 156-3 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考 アリドオシを囲うように防風

ネット等を張る。 

防風ネット設置状況 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 林保 156-3 

撮影日 2024 年 4 月 11 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

保護個体 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 移先 156-3 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考  
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8.2-28 

表 8.2.1-27 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 林保 156-3 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考 アリドオシを囲うように防風

ネット等を張る。 

防風ネット設置状況 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 林保 156-3 

撮影日 2024 年 4 月 11 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

保護個体 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 移先 156-3 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

 

 

8.2-29 

表 8.2.1-28 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 2 株 

備 考 改変域北側に防風ネット等を

張る 

防風ネット設置状況 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2024 年 4 月 11 日 

保護個体数 2 株 

備 考  

保護個体 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 2 株 

備 考  

 

 

エビネ 
↓ 
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8.2-30 

表 8.2.1-29 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-1 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数  

備 考 改変域は北東側であるが広く

伐採されることと、当地点は林

床にアズマネザサや低木が多

く生育しており、これらも含め

て伐採されることで林床の環

境が大きく変わる可能性が考

えられることから、改変域側に

防風ネット等を張る必要があ

ると判断した。 

防風ネット設置状況 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-1 

撮影日 2024 年 4 月 17 日 

保護個体数  

備 考  

保護個体 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-1 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数  

備 考  

 

 

ハナミョウガ 
↓ 
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8.2-31 

表 8.2.1-30 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

防風ネット設置状況 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

保護個体 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

 

 

ハナミョウガ 
（裏側） 

↓ 
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8.2-32 

表 8.2.1-31 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考 生育地に近い斜面上部がやや

広く改変され、日照環境が大き

く変化すると考えらえること

から、改変域側の斜面上部に防

風ネット等を張る必要がある

と判断した。 

防風ネット設置状況 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2024 年 4 月 17 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

保護個体 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

 

 

 

← オオカナワラビ 
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8.2-32 

表 8.2.1-31 林内環境維持実施状況 

防風ネット設置イメージ 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考 生育地に近い斜面上部がやや

広く改変され、日照環境が大き

く変化すると考えらえること

から、改変域側の斜面上部に防

風ネット等を張る必要がある

と判断した。 

防風ネット設置状況 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2024 年 4 月 17 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

保護個体 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

 

 

 

← オオカナワラビ 

8.2-33 

3.囲い込み実施状況 

   囲い込み実施状況を表 8.2.1-32〜34 に示す。 

 

表 8.2.1-32 囲い込み実施状況 

囲い込み状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

回避地点 回避 146-1 

撮影日 2024 年 4 月 17 日 

回避個体数 10 株 

備 考 モノレールルートを尾根側に

まげて生育地点を回避した。 

囲い込み、マーキングは実施し

なかった。 

対象株の状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

保護地点 回避 146-1 

撮影日 2024 年 4 月 17 日 

保護個体数 10 株 

備 考  
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8.2-34 

表 8.2.1-33 囲い込み実施状況 

囲い込み状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

回避地点 回避 151-1 

撮影日 2024 年 4 月 16 日 

回避個体数 23 株 

備 考 小さな株が少数点在している

状況であるため、囲い込みでは

なく、各個体の確認位置にマー

キングを実施した。 

対象株の状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

保護地点 回避 151-1 

撮影日 2024 年 4 月 16 日 

保護個体数 23 株 

備 考  
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表 8.2.1-33 囲い込み実施状況 

囲い込み状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

回避地点 回避 151-1 

撮影日 2024 年 4 月 16 日 

回避個体数 23 株 

備 考 小さな株が少数点在している

状況であるため、囲い込みでは

なく、各個体の確認位置にマー

キングを実施した。 

対象株の状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

保護地点 回避 151-1 

撮影日 2024 年 4 月 16 日 

保護個体数 23 株 

備 考  

 

 

 

8.2-35 

表 8.2.1-34 囲い込み実施状況 

囲い込み状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

回避地点 回避 160-1 

撮影日 2024 年 10 月 30 日 

回避個体数 15 株 

備 考 小さな株が少数点在している

状況であるため、囲い込みでは

なく、各個体の確認位置にマー

キングを実施した。 

対象株の状況 

種名 カンアオイ属の一種 

 

保護地点 回避 160-1 

撮影日 2024 年 10 月 30 日 

保護個体数 15 株 

備 考 改変域内外で生育確認した。 
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8.2-36 

4.事後調査実施状況 

 事後調査実施状況を表 8.2.1-35〜64 に示す。 

 

表 8.2.1-35 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 エビネ 

 

移植元地点 移元 146-1 

移植先地点 移先 146-1 

撮影日 2023 年 6 月 13 日 

移植個体数 50 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 エビネ 

 

移植先地点 移先 146-1 

撮影日 2024 年 5 月 23 日 

移植１年後 48 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 エビネ 

 

移植先地点 移先 146-1 

撮影日 2025 年 5 月 29 日 

移植 2 年後 45 株 

備 考  
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8.2-36 

4.事後調査実施状況 

 事後調査実施状況を表 8.2.1-35〜64 に示す。 

 

表 8.2.1-35 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 エビネ 

 

移植元地点 移元 146-1 

移植先地点 移先 146-1 

撮影日 2023 年 6 月 13 日 

移植個体数 50 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 エビネ 

 

移植先地点 移先 146-1 

撮影日 2024 年 5 月 23 日 

移植１年後 48 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 エビネ 

 

移植先地点 移先 146-1 

撮影日 2025 年 5 月 29 日 

移植 2 年後 45 株 

備 考  

8.2-37 

表 8.2.1-36 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 クマガイソウ 

 

移植元地点 移元旧ヘリ-1 

移植先地点 移先旧ヘリ-1 

撮影日 2023 年 5 月 23 日 

移植個体数 11 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 クマガイソウ 

 

移植先地点 移先旧ヘリ-1 

撮影日 2024 年 4 月 17 日 

移植１年後 9 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 クマガイソウ 

 

移植先地点 移先旧ヘリ-1 

撮影日 2025 年 4 月 23 日 

移植 2 年後 6 株 

備 考  
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8.2-38 

表 8.2.1-37 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 149-1 

移植先地点 移先 149-1 

撮影日 2023 年 5 月 25 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 149-1 

撮影日 2024 年 6 月 21 日 

移植１年後 1 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 149-1 

撮影日 2025 年 6 月 13 日 

移植 2 年後 1 株 

備 考  
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8.2-39 

表 8.2.1-38 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 エビネ 

 

移植元地点 移元 150-2 

移植先地点 移先 150-1 

撮影日 2023 年 6 月 12 日 

移植個体数 11 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 エビネ 

 

移植先地点 移先 150-1 

撮影日 2024 年 4 月 16 日 

移植１年後 5 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 エビネ 

 

移植先地点 移先 150-1 

撮影日 2025 年 6 月 11 日 

移植 2 年後 0 株 

備 考  
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8.2-40 

表 8.2.1-39 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コミヤマスミレ 

 

移植元地点 移元 151-11 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 45 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コミヤマスミレ 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2024 年 7 月 26 日 

移植１年後 41 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コミヤマスミレ 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2025 年 5 月 30 日 

移植 2 年後 26 株 

備 考  
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8.2-40 

表 8.2.1-39 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コミヤマスミレ 

 

移植元地点 移元 151-11 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 45 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コミヤマスミレ 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2024 年 7 月 26 日 

移植１年後 41 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コミヤマスミレ 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2025 年 5 月 30 日 

移植 2 年後 26 株 

備 考  

 

 

8.2-41 

表 8.2.1-40 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ホンゴウソウ 

 

移植元地点 移元 151-6 ～10 

移植先地点 移先 151-2 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 86 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ホンゴウソウ 

 

移植先地点 移先 151-2 

撮影日 2024 年 10 月 11 日 

移植１年後 0 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ホンゴウソウ 

 

移植先地点 移先 151-2 

撮影日 2025 年 9 月 25 日 

移植 2 年後 2 株 

備 考  
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8.2-42 

表 8.2.1-41 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ムカゴネコノメソウ 

 

移植元地点 移元 151-4 

移植先地点 移先旧ヘリ-2 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 表土移植 

備 考 地上部なし 

移植 1 年後 

種 名 ムカゴネコノメソウ 

 

移植先地点 移先旧ヘリ-2 

撮影日 2024 年 4 月 17 日 

移植１年後 1 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ムカゴネコノメソウ 

 

移植先地点 移先旧ヘリ-2 

撮影日 2025 年 4 月 23 日 

移植 2 年後 3 株 

備 考  
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8.2-43 

表 8.2.1-42 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 151-3 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 2 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2024 年 7 月 26 日 

移植１年後 2 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2025 年 5 月 30 日 

移植 2 年後 2 株 

備 考  
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8.2-44 

表 8.2.1-43 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植元地点 移元 151-12、13 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 30 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2024 年 7 月 26 日 

移植１年後 14 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2025 年 5 月 30 日 

移植 2 年後 4 株 

備 考  
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8.2-44 

表 8.2.1-43 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植元地点 移元 151-12、13 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2023 年 10 月 25 日 

移植個体数 30 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2024 年 7 月 26 日 

移植１年後 14 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 151-1 

撮影日 2025 年 5 月 30 日 

移植 2 年後 4 株 

備 考  

 

 

8.2-45 

表 8.2.1-44 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 アリドオシ 

 

移植元地点 移元 156-1 

移植先地点 移先 156-1 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

移植個体数 41 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 アリドオシ 

 

移植先地点 移先 156-1 

撮影日 2024 年 5 月 24 日 

移植１年後 36 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 アリドオシ 

 

移植先地点 移先 156-1 

撮影日 2025 年 5 月 9 日 

移植 2 年後 40 株 

備 考  
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8.2-46 

表 8.2.1-45 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植元地点 移元 156-3 

移植先地点 移先 156-3 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 156-3 

撮影日 2024 年 5 月 24 日 

移植１年後 1 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 156-3 

撮影日 2025 年 5 月 9 日 

移植 2 年後 0 株 

備 考  
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8.2-46 

表 8.2.1-45 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植元地点 移元 156-3 

移植先地点 移先 156-3 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 156-3 

撮影日 2024 年 5 月 24 日 

移植１年後 1 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ベニシュスラン 

 

移植先地点 移先 156-3 

撮影日 2025 年 5 月 9 日 

移植 2 年後 0 株 

備 考  

 

 

8.2-47 

表 8.2.1-46 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ホンゴウソウ 

 

移植元地点 移元 157-2 

移植先地点 移先 157-1 

撮影日 2023 年 10 月 24 日 

移植個体数 16 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ホンゴウソウ 

 

移植先地点 移先 157-1 

撮影日 2024 年 10 月 11 日 

移植１年後 6 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ホンゴウソウ 

 

移植先地点 移先 157-1 

撮影日 2025 年 9 月 25 日 

移植 2 年後 2 株 

備 考  
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8.2-48 

表 8.2.1-47 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 163-1、2 

移植先地点 移先 163-1 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 8 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 163-1 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 5 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 163-1 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 1 株 

備 考  
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8.2-48 

表 8.2.1-47 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 163-1、2 

移植先地点 移先 163-1 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 8 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 163-1 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 5 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 163-1 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 1 株 

備 考  

 

 

8.2-49 

表 8.2.1-48 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 165-1、2 

移植先地点 移先 163-2 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 25 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 163-2 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 12 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 163-2 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 1 株 

備 考  
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8.2-50 

表 8.2.1-49 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植元地点 移元 165-3 

移植先地点 移先 165-1 

撮影日 2023 年 5 月 22 日 

移植個体数 1 株（ススキ） 

備 考 ススキ株移植 

移植 1 年後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植先地点 移先 165-1 

撮影日 2024 年 10 月 10 日 

移植１年後 58 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植先地点 移先 165-1 

撮影日 2025 年 9 月 26 日 

移植 2 年後 21 株 

備 考  
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表 8.2.1-49 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植元地点 移元 165-3 

移植先地点 移先 165-1 

撮影日 2023 年 5 月 22 日 

移植個体数 1 株（ススキ） 

備 考 ススキ株移植 

移植 1 年後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植先地点 移先 165-1 

撮影日 2024 年 10 月 10 日 

移植１年後 58 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植先地点 移先 165-1 

撮影日 2025 年 9 月 26 日 

移植 2 年後 21 株 

備 考  

 

 

8.2-51 

表 8.2.1-50 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 サネカズラ 

 

移植元地点 移元 166-5、6 

移植先地点 移先 166-2 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 7 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 サネカズラ 

 

移植先地点 移先 166-2 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 0 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 サネカズラ 

 

移植先地点 移先 166-2 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 0 株 

備 考  
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8.2-52 

表 8.2.1-51 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 166-1～4 

移植先地点 移先 166-3 

撮影日 2023 年 4 月 18 日 

移植個体数 59 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 166-3 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 40 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 166-3 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 8 株 

備 考  
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表 8.2.1-52 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 166-7、11、12 

移植先地点 移先 166-4 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 21 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 166-4 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 17 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 166-4 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 6 株 

備 考  
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8.2-54 

表 8.2.1-53 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 アリドオシ 

 

移植元地点 移元 166-10 

移植先地点 移先 166-5 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 35 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 アリドオシ 

 

移植先地点 移先 166-5 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 33 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 アリドオシ 

 

移植先地点 移先 166-5 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 33 株 

備 考  
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8.2-54 

表 8.2.1-53 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 アリドオシ 

 

移植元地点 移元 166-10 

移植先地点 移先 166-5 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 35 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 アリドオシ 

 

移植先地点 移先 166-5 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 33 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 アリドオシ 

 

移植先地点 移先 166-5 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 33 株 

備 考  

 

 

8.2-55 

表 8.2.1-54 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 クリハラン 

 

移植元地点 移元 166-8、9 

移植先地点 移先 166-1 

撮影日 2023 年 4 月 20 日 

移植個体数 25 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 クリハラン 

 

移植先地点 移先 166-1 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 20 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 クリハラン 

 

移植先地点 移先 166-1 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

移植 2 年後 20 株 

備 考  
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8.2-56 

表 8.2.1-55 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植元地点 移元 166-13～17 

移植先地点 移先 166-8 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 5 株（ススキ） 

備 考 ススキ株移植 

移植 1 年後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植先地点 移先 166-8 

撮影日 2024 年 10 月 10 日 

移植１年後 75 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ナンバンギセル 

 

移植先地点 移先 166-8 

撮影日 2025 年 9 月 26 日 

移植 2 年後 14 株 

備 考  
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8.2-57 

表 8.2.1-56 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ゴンズイ 

 

移植元地点 移元 168-1～3 

移植先地点 移先 168-1 

撮影日 2023 年 4 月 19 日 

移植個体数 16 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ゴンズイ 

 

移植先地点 移先 168-1 

撮影日 2024 年 7 月 25 日 

移植１年後 2 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名 ゴンズイ 

 

移植先地点 移先 168-1 

撮影日 2025 年 9 月 26 日 

移植 2 年後 0 株 

備 考  
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8.2-58 

表 8.2.1-57 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 159-1,4 

移植先地点 移先 159-1 

撮影日 2024 年 12 月 19 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 159-1 

撮影日 2025 年 6 月 11 日 

移植１年後 2 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名   

移植先地点  

撮影日  

移植 2 年後  

備 考  
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8.2-58 

表 8.2.1-57 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 コクラン 

 

移植元地点 移元 159-1,4 

移植先地点 移先 159-1 

撮影日 2024 年 12 月 19 日 

移植個体数 1 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 コクラン 

 

移植先地点 移先 159-1 

撮影日 2025 年 6 月 11 日 

移植１年後 2 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名   

移植先地点  

撮影日  

移植 2 年後  

備 考  

 

 

8.2-59 

表 8.2.1-58 事後調査実施状況（移植後） 

移植直後 

種 名 ゴンズイ 

 

移植元地点 移元 161-2,3 

移植先地点 移先 161-1 

撮影日 2024 年 10 月 30 日 

移植個体数 13 株 

備 考  

移植 1 年後 

種 名 ゴンズイ 

 

移植先地点 移先 161-1 

撮影日 2025 年 6 月 11 日 

移植１年後 5 株 

備 考  

移植 2 年後 

種 名   

移植先地点  

撮影日  

移植 2 年後  

備 考  
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8.2-60 

表 8.2.1-59 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2024 年 4 月 11 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

1 年後モニタリング 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2024 年 7 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2025 年 6 月 13 日 

保護個体数 120 株 

備 考  
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8.2-60 

表 8.2.1-59 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2024 年 4 月 11 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

1 年後モニタリング 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2024 年 7 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 サジラン 

 

保護地点 林保 149-8 

撮影日 2025 年 6 月 13 日 

保護個体数 120 株 

備 考  

 

 

8.2-61 

表 8.2.1-60 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 林保 156-3 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 40 株 

備 考 アリドオシを囲うように防風

ネット等を張る。 

1 年後モニタリング 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 林保 156-3 

撮影日 2024 年 6 月 19 日 

保護個体数 65 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 アリドオシ 

 

保護地点 移先 156-3 

撮影日 2025 年 5 月 8 日 

保護個体数 65 株 

備 考  
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8.2-62 

表 8.2.1-61 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 2 株 

備 考 改変域側に防風ネット等を張

る 

1 年後モニタリング 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2024 年 6 月 19 日 

保護個体数 7 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2025 年 5 月 8 日 

保護個体数 4 株 

備 考  
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8.2-62 

表 8.2.1-61 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2023 年 10 月 26 日 

保護個体数 2 株 

備 考 改変域側に防風ネット等を張

る 

1 年後モニタリング 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2024 年 6 月 19 日 

保護個体数 7 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 エビネ 

 

保護地点 林保 156-4 

撮影日 2025 年 5 月 8 日 

保護個体数 4 株 

備 考  

 

 

8.2-63 

表 8.2.1-62 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

1 年後モニタリング 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-2 

撮影日 2024 年 10 月 10 日 

保護個体数 2 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-2 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

保護個体数 4 株 

備 考  
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8.2-64 

表 8.2.1-63 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-1 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

1 年後モニタリング 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-1 

撮影日 2024 年 10 月 10 日 

保護個体数 2 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 ハナミョウガ 

 

保護地点 林保 163-1 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

保護個体数 6 株 

備 考  
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8.2-65 

表 8.2.1-64 事後調査実施状況（林内環境維持実施後） 

防風ネット設置状況 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2023 年 6 月 14 日 

保護個体数 1 株 

備 考  

1 年後モニタリング 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2024 年 10 月 10 日 

保護個体数 2 株 

備 考  

2 年後モニタリング 

種名 オオカナワラビ 

 

保護地点 林保 165-2 

撮影日 2025 年 6 月 10 日 

保護個体数 2 株 

備 考  
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8.2-66 

８．２．２ 両生類保全に関する資料 

1.捕獲移動実施状況 

  確認、移動実施状況を表 8.2.2-1〜4 に示す。 
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8.2-66 

８．２．２ 両生類保全に関する資料 

1.捕獲移動実施状況 

  確認、移動実施状況を表 8.2.2-1〜4 に示す。 

 

8.2-67 

表 8.2.2-1（1）  ヒガシヒダサンショウウオの確認、移動状況（No.1） 

確認 

状況 

 

・ヒガシヒダサンショウウオの確認状況 

移動 

状況 

 

・プラスティック容器に入れて移動 

移動先への

放出 

 

・移動元と同様のスギ植林林床へ放出 
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8.2-68 

表 8.2.2-1（2）  ヒガシヒダサンショウウオの確認、移動状況（No.1） 

移動元 

環境 

 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な環境 
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8.2-68 

表 8.2.2-1（2）  ヒガシヒダサンショウウオの確認、移動状況（No.1） 

移動元 

環境 

 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2-69 

表 8.2.2-2（1）  アカイシサンショウウオの確認、移動状況（No.2） 

確認 

状況 

 

・確認したアカイシサンショウウオ 

移動 

状況 

 

・プラスティック容器に入れて移動 

移動先への

放出 

 

・移動元と同様の落葉樹林床へ放出 
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8.2-70 

表 8.2.2-2（2）  アカイシサンショウウオの確認、移動状況（No.2） 

移動元 

環境 

 

 

・落葉樹の斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・落葉樹斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な環境 
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8.2-70 

表 8.2.2-2（2）  アカイシサンショウウオの確認、移動状況（No.2） 

移動元 

環境 

 

 

・落葉樹の斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・落葉樹斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な環境 

 

 

 

 

 

 

 

8.2-71 

表 8.2.2-3（1）  アカイシサンショウウオの確認、移動状況（No.3） 

確認 

状況 

 

・確認したアカイシサンショウウオ 

移動 

状況 

 

・プラスティック容器に入れて移動 

移動先への

放出 

 

・移動元と同様の落葉樹林床へ放出 
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8.2-72 

表 8.2.2-3（2）  アカイシサンショウウオの確認、移動状況（No.3） 

移動元 

環境 

 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・落葉樹斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な環境 
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8.2-72 

表 8.2.2-3（2）  アカイシサンショウウオの確認、移動状況（No.3） 

移動元 

環境 

 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・落葉樹斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な環境 

 

 

 

 

 

 

 

8.2-73 

表 8.2.2-4（1）  ヒガシヒダサンショウウオの確認、移動状況（No.4） 

確認 

状況 

 

・確認したヒガシヒダサンショウオ 

移動 

状況 

 

・プラスティック容器に入れて移動 

移動先への

放出 

 

・移動元と同様の落葉樹林床へ放出 
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8.2-74 

表 8.2.2-4（2）  ヒガシヒダサンショウウオの確認、移動状況（No.4） 

移動元 

環境 

 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・落葉樹斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な環境 
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8.2-74 

表 8.2.2-4（2）  ヒガシヒダサンショウウオの確認、移動状況（No.4） 

移動元 

環境 

 

 

・スギ植林の斜面林 

・スギの落葉が堆積した湿潤な部分で確認 

※赤枠の範囲で確認 

移動先 

環境 

 

・落葉樹斜面林 

・落葉が堆積した湿潤な環境 

 

 

 

 

 

 

8.2-75 

８．２．３ クマタカの確認状況 

1． 2023 年 

事後調査として実施したクマタカ定点観察における 2023 年のクマタカの確認状況を表

8.2.3-1 に示す。 

 

表 8.2.3-1（1） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

29 日 

1 成鳥 不明 8:58 9:15 ピークの東の斜面のスギ林にとまっている個体を確認。9:06 に飛び立ち、ピーク

方向へ飛翔。尾羽上げ V 字ディスプレイをしながら旋回後、旋回上昇して西方向

へ飛翔。ピーク南の稜線を越え、尾根陰で消失。 

14 

 2 成鳥 不明 9:19 9:21 ピーク南を飛翔、ピーク付近の樹木にとまった個体を確認。9:21 に飛び立つと北

へ飛翔し、尾根陰で消失。 

14、19 

 3 成鳥 雌 9:59 10:04 ピーク西に伸びる尾根の北側から旋回上昇してくる個体を確認。高度を上げ東へ

向かい、再度旋回上昇。ピークへ向け滑翔し、尾根陰で消失。 

19、21 

 4 成鳥 不明 10:49 10:49 No.151 鉄塔西を旋回している個体を確認。北東へ滑翔し、尾根陰で消失。 19 

 5 成鳥 不明 10:49 12:28 No.151 鉄塔西から南東へ滑翔する個体を確認。No.2-220 鉄塔にとまる。12:28 に

西へ飛び、急降下して手前の樹林に隠れ消失。 

14、19、

21 

 6 成鳥 不明 11:28 11:29 ピーク南東を旋回する個体を確認。南へ飛翔し、No.140 鉄塔北西の稜線を西へ飛

翔し、尾根陰で消失。 

14 

 7 不明 不明 11:38 11:38 ピーク南を北東へ滑翔する個体を確認。ピーク南の尾根陰で消失。 14 

 8 成鳥 不明 12:38 12:45 福士川左岸の尾根北側を旋回上昇する個体を確認。西北西へ旋回しつつ飛翔。ピ

ークより西に飛翔後滑翔し、尾根陰で消失。 

14、19、

21 

 9 成鳥 不明 12:45 12:47 St.1 北東の谷内を旋回する個体を確認。徐々に西へ飛翔、手前の樹林に隠れ消失。 1 

 10 成鳥 不明 12:47 12:48 クマタカ No.9 の個体を観察中に本個体を確認。No.142 鉄塔東を南から北へ飛翔。

その後東へ飛翔し、手前の樹林に隠れ消失。 

1、14 

 11 成鳥 不明 12:52 13:04 ピーク東で V 字飛行をしながら旋回する個体を確認。南西へ飛翔し、途中でクマ

タカ No.13 の個体と合流。2 個体で西へ飛翔し、尾根陰で消失。 

1、14 

 12 成鳥 不明 12:58 13:00 No.151 鉄塔西を旋回している個体を確認。高度を下げながら南へ滑翔後、高度を

上げながら北に戻り、手前の樹林に隠れ消失。 

19 

 13 不明 不明 13:01 13:04 クマタカ No.11 の個体を観察中に本個体を確認。2 個体で西へ飛翔し、尾根陰で

消失。 

14 

 14 成鳥 不明 13:07 13:08 ピーク南を旋回する個体を確認。旋回しつつ西へ飛翔し、尾根陰で消失。 19、21 

 15 不明 不明 13:09 13:16 ピーク西から北へクマタカ No.16 の個体と同時飛翔する個体を確認。ピーク西で

旋回後、尾根陰で消失。 

1、14 

 16 不明 不明 13:09 13:16 ピーク西から北へクマタカ No.15 の個体と同時飛翔する個体を確認。ピーク西で

旋回後、尾根陰で消失。 

1、14 

 17 成鳥 不明 13:10 13:17 No.2-220 鉄塔南で旋回上昇している個体を確認。高度を下げながら南へ滑翔。谷

の中で旋回した後、林内に入り消失。 

19、21 

 18 不明 不明 13:23 13:25 クマタカ No.19、20 の個体と、St.1 近くを発声しながら南へ飛翔する個体を確認。

クマタカ No.19 の個体につっかかりを行い、その後南西へ進路を変えて、尾根陰

で消失。 

1、14 

 19 不明 不明 13:23 13:25 クマタカ No.18、20 の個体と、St.1 近くを南へ飛翔する個体を確認。クマタカ

No.18 の個体につっかかりを受ける。その後南西へ進路を変え、尾根陰で消失。 

1、14 

 20 不明 不明 13:23 13:25 クマタカ No.18、19 の個体と、St.1 近くを南へ飛翔する個体を確認。その後南西

へ進路を変え、尾根陰で消失。 

1、14 

 21 成鳥? 不明 13:38 13:42 ピーク西のヒノキ頂部にとまっている個体を確認。13:42 に飛び立つと、南へ滑

翔して尾根陰で消失。 

21 

 22 成鳥 不明 13:40 13:40 No.21 観察中に確認。ピーク西の落葉広葉樹にとまっていた様で飛翔時に確認。

北西へ滑翔するも、No.21 の観察を優先し、すぐに尾根陰で消失。 

21 

 23 成鳥 不明 13:59 14:04 ピーク北東を北西へ飛翔する個体を確認。ピーク南の尾根陰で消失。 14 

 24 成鳥? 不明 14:08 14:13 St21 東の斜面上を旋回する個体を確認。西北西へ滑翔し、尾根陰で消失。 21 

 25 成鳥 不明 14:17 14:21 ピーク南西を旋回しながら南へ飛翔する個体を確認。ピーク付近で旋回上昇後、

西へ滑翔し、手前の樹林に隠れ消失。 

1、14 

 26 不明 不明 14:31 14:34 ピーク北で旋回する個体を確認。北へ滑翔し、背景に溶け込み消失。 14 

 27 不明 不明 14:47 14:49 南又川右岸でピーク方面へ羽ばたきながら飛翔する個体を確認。ピーク付近西斜

面の林内に入り消失。 

1 

 28 不明 不明 14:48 14:52 クマタカ No.27 の個体とは別にピーク方面へ飛翔する個体を確認。その後、南西

へ飛翔し、過年度営巣地付近に入り消失。 

1、14 

 29 成鳥 不明 15:06 15:08 ピーク西に伸びる尾根で旋回上昇する個体を確認。西南西へ滑翔し、尾根陰で消

失。 

21 

© 2026　電源開発送変電ネットワーク㈱
（資料 − 81）



8.2-76 

表 8.2.3-1（2） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

30 日 

30 成鳥 不明 8:27 8:57 No.152 鉄塔北の枯木にとまっている個体を確認。8:55 に飛び立ち、旋回した後東

へ飛翔し、手前の尾根陰で消失。 

14、19、

21 

 31 幼鳥 不明 10:37 10:42 No.151 鉄塔付近の尾根上を低空飛翔する個体を確認。カラスに攻撃を受けた後、

旋回上昇して北西へ向かい、林内に入り消失。 

1、14、

19、21 

 32 不明 不明 10:46 10:54 No.140 鉄塔北西の尾根を北へ飛翔する個体を確認。尾根上の針葉樹にとまる。同

じ木にクマタカ No.34 の個体が飛来しとまる。10:52 に飛び立ち尾根沿いを飛翔

後、南西へ滑翔し尾根陰で消失。 

14、19 

 33 若鳥 不明 10:48 10:50 No.151 鉄塔北尾根上のクマタカ No.31 の個体が消失した付近から地面に降り、と

まった個体を確認。10:50 に飛び立ち、再び林縁の林内に入り消失。 

21 

 34 不明 不明 10:50 11:01 クマタカ No.32 の個体がとまる針葉樹に北から本個体が飛来してとまる。10:53 に

飛び立つと、近くの木に 2回とまった後、西へ降下し尾根陰で消失。 

14、19 

 35 若鳥 不明 11:04 11:08 No.151 鉄塔北側から南東へ滑翔する個体を確認。途中で鳴いた後、さらに南東へ

向かい、林内に入り消失。 

19 

 36 不明 不明 11:29 11:34 St.19 南東の斜面林上空で旋回上昇する個体を確認。その後東へ飛び、谷上空で再

び旋回上昇。西南西へ滑翔して林内に入り消失。 

19 

 37 成鳥 雌 12:29 14:35 St.19 南側の福士川河川上からクマタカ No.38、39 の個体と一緒に旋回上昇する

本個体を確認。南へ飛翔し、ピーク東尾根の北側斜面にとまる。14:05 に飛び立

ち、東へ滑翔して河川を越えると北東へ、谷上空で旋回上昇。南南東へ飛翔し、ピ

ーク南で旋回上昇後、ピーク西にとまる。14:20 に飛び立ち、北西へ尾羽上げ V 字

ディスプレイをしながら飛翔し、No.151 鉄塔東で旋回上昇。再びピーク方向へ波

状飛行を交えながら飛翔し、ピーク付近の林内に入り消失。 

19 

 38 若鳥 不明 12:29 12:33 St.19 南側の福士川河川上からクマタカ No.37、39 の個体と一緒に旋回上昇する

本個体を確認。その後、鳴いて西へ飛翔。クマタカ No.37 の個体を優先して追跡

したため、本個体は視野から外れ消失。 

19 

 39 成鳥 雄？ 12:29 12:33 St.19 南側の福士川河川上からクマタカ No.37、38 の個体と一緒に旋回上昇する

本個体を確認。その後東へ飛翔、クマタカ No.37 の個体を優先して追跡したため、

本個体は視野から外れ消失。 

19 

 40 成鳥 不明 12:38 12:46 St.14 北東をハシブトガラスに追われながら西へ降下し、カラスの追跡を振り切

るように斜面のスギにとまる。すぐに飛び立ち、旋回して谷内を上昇。ピークの

西に伸びる尾根陰で消失。 

14 

 41 成鳥 不明 14:18 14:20 クマタカ No.37 の個体を観察中にピーク西を旋回する個体を確認。ピーク西で急

降下し、尾根陰で消失。 

19、21 

 42 成鳥 不明 14:28 14:36 クマタカ No.37 の個体を観察中に No.151 鉄塔東から飛翔してくる個体を確認。本

個体は尾羽上げ V 字ディスプレイをしながらしばらく 2 個体で飛翔。クマタカ

No.37 の個体が視野から外れた後、南東へ飛び、尾根陰で消失。 

19、21 

 43 成鳥 不明 15:23 15:35 ピーク西の谷内を旋回する個体を確認。北へ飛翔し、尾根上の針葉樹にとまる。

15:33 に飛び立ち、再び谷方向へ飛翔、ピーク西へ急降下して尾根陰で消失。 

19、21 

3 月 

31 日 

44 若鳥 不明 8:09 8:12 ピークを東に飛翔する個体を確認。ピーク北西の谷左岸の林内に入り消失。 19、21 

 45 若鳥 不明 10:20 10:28 ピーク北西の谷内にとまりを確認。時折、焦点合わせなど探餌を行う。その後、谷

内に降下し消失（足を出し降下したハンティングと思われる）。 

19 

 46 成鳥 不明 10:23 10:26 St.21 北西をクマタカ No.47 の個体と一緒に旋回している本個体を確認。南へ滑

翔し、尾根陰で消失。 

19、21 

 47 成鳥 不明 10:23 10:26 St.21 北西をクマタカ No.46 の個体と一緒に旋回している本個体を確認した。南

へ滑翔し、尾根陰で消失した。 

19、21 

 48 成鳥 不明 13:43 13:50 ピーク西の巣の辺りより出現。北東へ飛び、ピーク北西尾根上の林内に入る。13:47

に林内に入った同じ辺りより出現し、巣の方向へ飛翔して巣近くの林内に入る。

13:49 に出現し、巣付近の手前樹林に隠れ消失。 

1 

 49 成鳥 不明 14:07 15:00 巣内にいる個体を確認。大きな動きはなく、時折、頭部が動く程度。調査時間終了

となり観察を終了。 

1 

 50 成鳥 不明 15:10 15:14 ピーク北で旋回上昇する個体を確認。南西へ飛翔し、尾根陰で消失。 14、19 

 51 成鳥 不明 15:19 15:19 St.21 北を東へ降下していく個体を確認。谷の中に入り、尾根陰で消失。 21 

4 月 

12 日 

52 成鳥 不明 8:35 8:40 St.1 北東を旋回する個体を確認した。北西へ飛翔、ピーク付近の尾根陰で消失し

た。 

1、14 

 53 不明 不明 8:46 9:05 ピーク南側で尾羽上げ V 字ディスプレイをしながら旋回する個体を確認した。そ

の後南下し、ピークから西へ伸びる尾根上のモミの横枝にとまる。9:05 に北へ飛

び立つが、背景に溶け込み消失した。 

14 

 54 成鳥 不明 9:26 9:41 クマタカ No.53 の個体がとまった同じモミにとまっている個体を確認した。9:30

に飛び立ち北へ移動した。ピーク南、尾根に近い高さのモミにとまるが、すぐに

飛び南下した。最初にとまったモミの少し南、谷をはさんだ尾根上のマツにとま

る。9:37 に飛び立ち、営巣木のある谷方向へ飛翔し、谷左岸の林内に入り消失し

た。 

1、14 

 

8.2-77 

表 8.2.3-1（3） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

4 月 

12 日 

55 成鳥 不明 9:45 11:44 営巣木のある谷左岸を旋回する個体を確認した。左岸斜面の落葉広葉樹にとまる。

9:58 に飛び立ち北西へ移動し、ピークから西に伸びる尾根上のモミにとまる。1 時

間以上のとまりのあと、11:20 に飛び立ち北上した。ピークの南側で尾羽上げ V 字

ディスプレイを行いながら旋回上昇した後、南下し再び同じモミにとまる。暫く

して飛び立つと、ピークやや下のモミの横枝へとまる。11:43 に飛び立ち、営巣木

のある谷方向へ向かい、巣付近の林内に入り消失した。 

1、14 

 56 不明 不明 10:05 10:05 ピーク北で南へ滑翔する個体を確認した。すぐに尾根陰で消失した。 19 

 57 不明 不明 10:11 10:14 No.151 鉄塔の北西から南東へ旋回する個体を確認した。その後北へ滑翔し、急降

下して林内に入り消失した。 

1、19、

21 

 58 成鳥 不明 10:26 10:28 No.152 鉄塔北を旋回している個体を確認した。南東方向へ滑翔後、高度を下げな

がらさらに南東へ滑翔し、谷の中に入り消失した。 

19、21 

 59 成鳥 不明 11:48 12:01 巣の付近を旋回する個体を確認した。西へ飛んだ後、ピーク東側を北西へ飛翔し

た。ピーク南西尾根上のマツにとまる。12:01 に飛び立ち北方向へ向かうが、背景

に溶け込み消失した。 

1、14 

 60 不明 不明 12:12 12:12 巣の北、尾根奥で旋回している個体を確認したが、尾根裏に入り消失した。 21 

 61 成鳥 不明 12:56 12:57 ピークから西に延びる尾根上の途中のモミにとまる個体を確認した。すぐに飛び

立ち南方向へ向かうが、背景に溶け込み消失した。 

14 

 62 成鳥 不明 12:57 13:04 ピーク北から南東へ飛翔する個体を確認した。旋回上昇後、東へ急降下し、背景

に溶け込み消失した。 

1、14、

19 

 63 成鳥 不明 13:33 14:35 在巣している個体を確認した。抱卵していると考えられる。定点位置移動のため

本個体の観察を終了した。 

1 

4 月 

13 日 

64 若鳥 不明 7:37 9:32 古巣北の枯木にとまっている個体を確認した。8:38 に飛び立ち、谷の中を旋回し

て元の枯木に戻った。8:58 に飛び立つが、再び枯木に戻った。9:06 に飛び立ち、

谷の中を旋回したあと、元の枯木の近くの別の枯木にとまる。9:24 に飛び立ち谷

の中を旋回後、少し旋回上昇し、南東へ滑翔すると尾根陰で消失した。 

19、21 

 65 不明 不明 9:09 9:15 ピーク付近を旋回する個体を確認した。旋回上昇後南へ滑翔し、手前の樹林に隠

れ消失した。 

14 

 66 成鳥 不明 9:31 9:33 St.2 の南西で足にヘビのようなものを持って飛翔する個体を確認した。時折、旋

回を交えながら概ね南西へ移動して行くが、背景に溶け込み消失した。 

1 

 67 不明 不明 9:33 9:34 ピーク西側尾根奥で旋回している個体を確認した。南東へ向かい、そのまま尾根

を越えて消失した。 

19 

 68 成鳥 不明 9:36 9:36 営巣木の北西側から低く営巣木方向へ飛翔する個体を確認した。営巣木近くの手

前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 69 成鳥 不明 10:22 10:30 営巣木付近から出現した。営巣木のある谷内を西へ飛翔後、南又川沿いに下流方

向へ低標高域を飛翔した。St.2 の東側で旋回上昇し、高度を上げると北西へ飛翔

した。手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 70 成鳥 不明 10:24 10:36 ピーク東を北へ飛翔する個体を確認した。旋回を交えながら尾羽上げ V 字ディス

プレイを行った。ピーク上空付近でクマタカ No.71 の個体を確認した。クマタカ

No.71 の個体に 1 度つっかかりをして、2 個体で東へ飛翔した。その後、本個体は

St.14 上空を旋回し、北西へ飛翔して手前の樹林に隠れ消失した。 

14 

 71 成鳥 不明 10:28 10:32 クマタカ No.70 の個体を観察中に本個体を確認した。ピーク上空でクマタカ No.70

の個体に攻撃された後、2個体で東へ飛翔した。本個体は南東へ滑翔するが、クマ

タカ No.70 の個体を追跡したため、視野から外れて観察を終了した。 

14 

 72 不明 不明 10:40 10:40 St.14 でクマタカ No.70 の個体が消失後しばらくして、営巣木の南東側で、樹間越

しに飛翔するのを確認した。手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 73 不明 不明 11:18 11:32 No.152 鉄塔北西の枯木にとまっている個体を確認した。11:32 に飛び立ち、北側

の谷へ降下し消失した。 

21 

 74 成鳥 不明 11:31 11:46 ピーク南東側にある枯木にとまっている個体を確認した。羽づくろい等が確認さ

れたが、11:46 に南東へ飛び、尾根近くへ飛翔するが、手前の樹林に隠れ消失し

た。 

1、14 

 75 成鳥 雌 12:12 12:24 営巣木北の枯木にとまっている個体を確認した。12:22 に飛び立ち、旋回上昇した

あと南東へ滑翔し、尾根陰で消失した。 

19、21 

 76 成鳥 不明 13:06 13:08 ピーク東を南東へ飛翔する個体を確認した。手前の樹林に隠れ消失した。 14 

 77 成鳥 不明 13:08 13:08 St.14 でクマタカ No.70 の個体が消失後少しして、営巣木の北西側から営巣木方

向へ飛翔する個体を確認した。手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 78 成鳥 不明 13:10 13:25 巣内に座っている個体を確認した。巣内に居るところをしばらく観察したが、大

気のかすみ、かげろう等で詳細はわからず、観察を終了した。 

1 

 79 成鳥 不明 14:43 14:46 古巣北東で旋回上昇している個体を確認した。高度を下げながら南西へ滑翔し、

林内に入り消失した。 

19、21 
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表 8.2.3-1（3） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

4 月 

12 日 

55 成鳥 不明 9:45 11:44 営巣木のある谷左岸を旋回する個体を確認した。左岸斜面の落葉広葉樹にとまる。

9:58 に飛び立ち北西へ移動し、ピークから西に伸びる尾根上のモミにとまる。1 時

間以上のとまりのあと、11:20 に飛び立ち北上した。ピークの南側で尾羽上げ V 字

ディスプレイを行いながら旋回上昇した後、南下し再び同じモミにとまる。暫く

して飛び立つと、ピークやや下のモミの横枝へとまる。11:43 に飛び立ち、営巣木

のある谷方向へ向かい、巣付近の林内に入り消失した。 

1、14 

 56 不明 不明 10:05 10:05 ピーク北で南へ滑翔する個体を確認した。すぐに尾根陰で消失した。 19 

 57 不明 不明 10:11 10:14 No.151 鉄塔の北西から南東へ旋回する個体を確認した。その後北へ滑翔し、急降

下して林内に入り消失した。 

1、19、

21 

 58 成鳥 不明 10:26 10:28 No.152 鉄塔北を旋回している個体を確認した。南東方向へ滑翔後、高度を下げな

がらさらに南東へ滑翔し、谷の中に入り消失した。 

19、21 

 59 成鳥 不明 11:48 12:01 巣の付近を旋回する個体を確認した。西へ飛んだ後、ピーク東側を北西へ飛翔し

た。ピーク南西尾根上のマツにとまる。12:01 に飛び立ち北方向へ向かうが、背景

に溶け込み消失した。 

1、14 

 60 不明 不明 12:12 12:12 巣の北、尾根奥で旋回している個体を確認したが、尾根裏に入り消失した。 21 

 61 成鳥 不明 12:56 12:57 ピークから西に延びる尾根上の途中のモミにとまる個体を確認した。すぐに飛び

立ち南方向へ向かうが、背景に溶け込み消失した。 

14 

 62 成鳥 不明 12:57 13:04 ピーク北から南東へ飛翔する個体を確認した。旋回上昇後、東へ急降下し、背景

に溶け込み消失した。 

1、14、

19 

 63 成鳥 不明 13:33 14:35 在巣している個体を確認した。抱卵していると考えられる。定点位置移動のため

本個体の観察を終了した。 

1 

4 月 

13 日 

64 若鳥 不明 7:37 9:32 古巣北の枯木にとまっている個体を確認した。8:38 に飛び立ち、谷の中を旋回し

て元の枯木に戻った。8:58 に飛び立つが、再び枯木に戻った。9:06 に飛び立ち、

谷の中を旋回したあと、元の枯木の近くの別の枯木にとまる。9:24 に飛び立ち谷

の中を旋回後、少し旋回上昇し、南東へ滑翔すると尾根陰で消失した。 

19、21 

 65 不明 不明 9:09 9:15 ピーク付近を旋回する個体を確認した。旋回上昇後南へ滑翔し、手前の樹林に隠

れ消失した。 

14 

 66 成鳥 不明 9:31 9:33 St.2 の南西で足にヘビのようなものを持って飛翔する個体を確認した。時折、旋

回を交えながら概ね南西へ移動して行くが、背景に溶け込み消失した。 

1 

 67 不明 不明 9:33 9:34 ピーク西側尾根奥で旋回している個体を確認した。南東へ向かい、そのまま尾根

を越えて消失した。 

19 

 68 成鳥 不明 9:36 9:36 営巣木の北西側から低く営巣木方向へ飛翔する個体を確認した。営巣木近くの手

前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 69 成鳥 不明 10:22 10:30 営巣木付近から出現した。営巣木のある谷内を西へ飛翔後、南又川沿いに下流方

向へ低標高域を飛翔した。St.2 の東側で旋回上昇し、高度を上げると北西へ飛翔

した。手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 70 成鳥 不明 10:24 10:36 ピーク東を北へ飛翔する個体を確認した。旋回を交えながら尾羽上げ V 字ディス

プレイを行った。ピーク上空付近でクマタカ No.71 の個体を確認した。クマタカ

No.71 の個体に 1 度つっかかりをして、2 個体で東へ飛翔した。その後、本個体は

St.14 上空を旋回し、北西へ飛翔して手前の樹林に隠れ消失した。 

14 

 71 成鳥 不明 10:28 10:32 クマタカ No.70 の個体を観察中に本個体を確認した。ピーク上空でクマタカ No.70

の個体に攻撃された後、2個体で東へ飛翔した。本個体は南東へ滑翔するが、クマ

タカ No.70 の個体を追跡したため、視野から外れて観察を終了した。 

14 

 72 不明 不明 10:40 10:40 St.14 でクマタカ No.70 の個体が消失後しばらくして、営巣木の南東側で、樹間越

しに飛翔するのを確認した。手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 73 不明 不明 11:18 11:32 No.152 鉄塔北西の枯木にとまっている個体を確認した。11:32 に飛び立ち、北側

の谷へ降下し消失した。 

21 

 74 成鳥 不明 11:31 11:46 ピーク南東側にある枯木にとまっている個体を確認した。羽づくろい等が確認さ

れたが、11:46 に南東へ飛び、尾根近くへ飛翔するが、手前の樹林に隠れ消失し

た。 

1、14 

 75 成鳥 雌 12:12 12:24 営巣木北の枯木にとまっている個体を確認した。12:22 に飛び立ち、旋回上昇した

あと南東へ滑翔し、尾根陰で消失した。 

19、21 

 76 成鳥 不明 13:06 13:08 ピーク東を南東へ飛翔する個体を確認した。手前の樹林に隠れ消失した。 14 

 77 成鳥 不明 13:08 13:08 St.14 でクマタカ No.70 の個体が消失後少しして、営巣木の北西側から営巣木方

向へ飛翔する個体を確認した。手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 78 成鳥 不明 13:10 13:25 巣内に座っている個体を確認した。巣内に居るところをしばらく観察したが、大

気のかすみ、かげろう等で詳細はわからず、観察を終了した。 

1 

 79 成鳥 不明 14:43 14:46 古巣北東で旋回上昇している個体を確認した。高度を下げながら南西へ滑翔し、

林内に入り消失した。 

19、21 
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表 8.2.3-1（4） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

4 月 

14 日 

80 成鳥 雄? 9:07 9:30 カラス類数個体に追われながらピーク北側で旋回する個体を確認した。降下して

ピークよりやや高い尾根上の枯木にとまる。9:14 にクマタカ No.81 の個体が飛来

し、2個体でとまる。クマタカ No.81 の個体がいなくなった後もとまり続け、9:29

に南東へ飛び立った。尾根近くを飛翔し、尾根陰で消失した。 

14、21 

 81 成鳥 不明 9:14 9:27 ピークよりやや高い尾根上の枯木にとまるところを確認した。すでにクマタカ

No.80 の個体がとまっていて、2個体でとまる。9:17 に一度飛び、少し旋回上昇す

るが、再び同じ木にとまる。9:22 に飛び立つと、旋回後東へ低く飛翔し、背景に

溶け込み消失した。 

14、21 

 82 成鳥 雌? 9:30 9:37 ピーク北東を 2 個体で旋回上昇しているのを確認した。クマタカ No.83 の個体が

本個体を追いかけるように旋回上昇し、かなり高空へ上がった。その後、北西へ滑

翔して行き、手前の樹林に隠れ消失した。 

14、21 

 83 成鳥 雄? 9:30 9:37 ピーク北東を 2 個体で旋回上昇しているのを確認した。本個体がクマタカ No.82

の個体に数回つっかかるが、同個体はあまり反応がなかった。旋回上昇してかなり

高空へ上がり、クマタカ No.82 の個体を追うように北西へ滑翔して行き、手前の

樹林に隠れ消失した。 

14、21 

 84 成鳥 不明 10:07 10:11 St.1 北からハシブトガラスに追われながら南へ飛翔する個体を確認した。その後

南東へ飛翔すると、ピーク西の斜面の林内に入り消失した。 

1 

 85 成鳥 不明 10:16 10:23 巣付近より出現した。営巣木のある谷内を旋回した後、北東へ飛び、右岸尾根のス

ギにとまる。10:21 に飛び立ち、さらに北東へ飛翔するが、ピーク北西斜面の林内

に入り消失した。 

1 

 86 成鳥 不明 10:26 10:54 クマタカ No.85 の個体消失地点付近の谷内を旋回する本個体を確認した。ピーク

方向へ飛翔し旋回上昇した。その後南方向へ滑翔し、ピーク南にとまる。10:42 に

飛び立ち旋回後、北東へ滑翔し、背景に溶け込み消失した。 

1、19 

 87 不明 不明 10:57 10:57 西側から巣の辺りに入る個体を確認した。すぐに手前の樹林に隠れ消失した。 1 

 88 成鳥 不明 12:31 12:34 No.151 鉄塔北側から東へ尾羽上げ V 字ディスプレイをしながら旋回する個体を確

認した。その後北西方向へ向かい、谷の中へ降下して尾根陰で消失した。 

14、19、

21 

 89 成鳥 不明 12:54 13:11 ピーク西の谷の枯木にとまっている個体を確認した。13:04 に谷内方向へ飛ぶが、

U ターンして旋回上昇し、高高度へ上昇した。南南西へ滑翔して行き、手前の樹林

に遮られ消失した。 

1、19、

21 

 90 成鳥 不明 13:06 13:17 ピークの東を旋回する個体を確認した。南西へ滑翔し、ピークの尾根陰で消失し

た。 

1、21 

 91 成鳥 不明 14:25 15:00 巣内に座っている個体が動いているところを確認した。そのまま調査終了時間と

なり観察を終了した。 

1 

5 月 

24 日 

92 不明 不明 8:49 8:49 No.141 鉄塔周辺を旋回する個体を確認。No.141 鉄塔北側で背景に溶け込み消失。 14 

 93 不明 不明 10:19 10:23 巣の辺りより出現。北西へ飛翔し、ピーク東付近の林内に入り消失。 1、14、

19 

 94 不明 不明 10:26 10:29 St.1 西より出現し、No.142 鉄塔にとまる。すぐに飛び立つと、東方向へ向かった

後、北へ飛翔して旋回。その後、南西へ樹冠付近を飛翔し、No.141 鉄塔南側付近

の林内に入り消失。 

1、14、

19 

 95 成鳥 不明 11:38 11:39 ピーク北西でクマタカ No.96 の個体と旋回しているのを確認。東へ飛翔するが、

クマタカ No.96 の個体を追跡したため、本個体の観察は終了した。 

19、21 

 96 若鳥 不明 11:38 11:42 ピーク北西でクマタカ No.95 の個体と旋回しているのを確認。旋回後、ピーク北

の林内に入り消失。 

1、19、

21 

 97 不明 不明 11:58 12:09 ピーク北西側尾根上で旋回する個体を確認。旋回後、No.2-109 鉄塔に北向きにと

まる。12:08 に飛び立ち、北へ飛翔して林内に入り消失。 

1、14、

19 

 98 不明 不明 12:21 12:23 森山上空で旋回上昇している個体を確認。その後、西へ滑翔するが、手前の尾根に

遮られ消失。 

19、21 

 99 若鳥 不明 12:27 12:28 ピーク南西を旋回する個体を確認。旋回後南へ飛翔するが、背景に溶け込み消失。 19 

 100 成鳥 不明 12:31 12:34 ピーク付近を旋回する個体を確認。途中、V 字飛行を交えて旋回した後、ピーク北

の林内に入り消失。 

19 

 101 成鳥 不明 12:47 12:56 ピーク東を旋回する個体を確認。南東へ飛翔し、ピーク付近上空で尾羽上げ V 字

飛行を行う。急降下し、ピーク北の稜線の尾根陰で消失。 

1、14 

 102 成鳥 不明 13:01 13:18 ピーク南を旋回する個体を確認。稜線上の枯木にとまる。13:06 に飛び立つと旋回

し北西へ飛翔した後、戻るように南東へ飛翔すると、急降下してピーク西斜面の枯

木にとまる。13:18 に飛び立ち、すぐに林内に入り消失。 

1 

 103 不明 不明 13:56 15:00 巣内で動いている個体を確認。そのまま調査終了時間のため観察を終了。 1 

 104 成鳥 不明 14:03 14:12 ピーク西側尾根上でクマタカ No.105 の個体と共に旋回する個体を確認。西へ滑翔

と旋回を繰り返した後、北西へ滑翔し尾根陰で消失。 

14、19 

 105 成鳥 不明 14:03 14:12 ピーク西側尾根上でクマタカ No.104 の個体と共に旋回する個体を確認。本個体は

旋回しながらＶ字飛行を行う。西へ滑翔と旋回を繰り返した後、北西へ滑翔し尾根

陰で消失。 

14、19 
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表 8.2.3-1（4） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

4 月 

14 日 

80 成鳥 雄? 9:07 9:30 カラス類数個体に追われながらピーク北側で旋回する個体を確認した。降下して

ピークよりやや高い尾根上の枯木にとまる。9:14 にクマタカ No.81 の個体が飛来

し、2個体でとまる。クマタカ No.81 の個体がいなくなった後もとまり続け、9:29

に南東へ飛び立った。尾根近くを飛翔し、尾根陰で消失した。 

14、21 

 81 成鳥 不明 9:14 9:27 ピークよりやや高い尾根上の枯木にとまるところを確認した。すでにクマタカ

No.80 の個体がとまっていて、2個体でとまる。9:17 に一度飛び、少し旋回上昇す

るが、再び同じ木にとまる。9:22 に飛び立つと、旋回後東へ低く飛翔し、背景に

溶け込み消失した。 

14、21 

 82 成鳥 雌? 9:30 9:37 ピーク北東を 2 個体で旋回上昇しているのを確認した。クマタカ No.83 の個体が

本個体を追いかけるように旋回上昇し、かなり高空へ上がった。その後、北西へ滑

翔して行き、手前の樹林に隠れ消失した。 

14、21 

 83 成鳥 雄? 9:30 9:37 ピーク北東を 2 個体で旋回上昇しているのを確認した。本個体がクマタカ No.82

の個体に数回つっかかるが、同個体はあまり反応がなかった。旋回上昇してかなり

高空へ上がり、クマタカ No.82 の個体を追うように北西へ滑翔して行き、手前の

樹林に隠れ消失した。 

14、21 

 84 成鳥 不明 10:07 10:11 St.1 北からハシブトガラスに追われながら南へ飛翔する個体を確認した。その後

南東へ飛翔すると、ピーク西の斜面の林内に入り消失した。 

1 

 85 成鳥 不明 10:16 10:23 巣付近より出現した。営巣木のある谷内を旋回した後、北東へ飛び、右岸尾根のス

ギにとまる。10:21 に飛び立ち、さらに北東へ飛翔するが、ピーク北西斜面の林内

に入り消失した。 

1 

 86 成鳥 不明 10:26 10:54 クマタカ No.85 の個体消失地点付近の谷内を旋回する本個体を確認した。ピーク

方向へ飛翔し旋回上昇した。その後南方向へ滑翔し、ピーク南にとまる。10:42 に

飛び立ち旋回後、北東へ滑翔し、背景に溶け込み消失した。 

1、19 

 87 不明 不明 10:57 10:57 西側から巣の辺りに入る個体を確認した。すぐに手前の樹林に隠れ消失した。 1 

 88 成鳥 不明 12:31 12:34 No.151 鉄塔北側から東へ尾羽上げ V 字ディスプレイをしながら旋回する個体を確

認した。その後北西方向へ向かい、谷の中へ降下して尾根陰で消失した。 

14、19、

21 

 89 成鳥 不明 12:54 13:11 ピーク西の谷の枯木にとまっている個体を確認した。13:04 に谷内方向へ飛ぶが、

U ターンして旋回上昇し、高高度へ上昇した。南南西へ滑翔して行き、手前の樹林

に遮られ消失した。 

1、19、

21 

 90 成鳥 不明 13:06 13:17 ピークの東を旋回する個体を確認した。南西へ滑翔し、ピークの尾根陰で消失し

た。 

1、21 

 91 成鳥 不明 14:25 15:00 巣内に座っている個体が動いているところを確認した。そのまま調査終了時間と

なり観察を終了した。 

1 

5 月 

24 日 

92 不明 不明 8:49 8:49 No.141 鉄塔周辺を旋回する個体を確認。No.141 鉄塔北側で背景に溶け込み消失。 14 

 93 不明 不明 10:19 10:23 巣の辺りより出現。北西へ飛翔し、ピーク東付近の林内に入り消失。 1、14、

19 

 94 不明 不明 10:26 10:29 St.1 西より出現し、No.142 鉄塔にとまる。すぐに飛び立つと、東方向へ向かった

後、北へ飛翔して旋回。その後、南西へ樹冠付近を飛翔し、No.141 鉄塔南側付近

の林内に入り消失。 

1、14、

19 

 95 成鳥 不明 11:38 11:39 ピーク北西でクマタカ No.96 の個体と旋回しているのを確認。東へ飛翔するが、

クマタカ No.96 の個体を追跡したため、本個体の観察は終了した。 

19、21 

 96 若鳥 不明 11:38 11:42 ピーク北西でクマタカ No.95 の個体と旋回しているのを確認。旋回後、ピーク北

の林内に入り消失。 

1、19、

21 

 97 不明 不明 11:58 12:09 ピーク北西側尾根上で旋回する個体を確認。旋回後、No.2-109 鉄塔に北向きにと

まる。12:08 に飛び立ち、北へ飛翔して林内に入り消失。 

1、14、

19 

 98 不明 不明 12:21 12:23 森山上空で旋回上昇している個体を確認。その後、西へ滑翔するが、手前の尾根に

遮られ消失。 

19、21 

 99 若鳥 不明 12:27 12:28 ピーク南西を旋回する個体を確認。旋回後南へ飛翔するが、背景に溶け込み消失。 19 

 100 成鳥 不明 12:31 12:34 ピーク付近を旋回する個体を確認。途中、V 字飛行を交えて旋回した後、ピーク北

の林内に入り消失。 

19 

 101 成鳥 不明 12:47 12:56 ピーク東を旋回する個体を確認。南東へ飛翔し、ピーク付近上空で尾羽上げ V 字

飛行を行う。急降下し、ピーク北の稜線の尾根陰で消失。 

1、14 

 102 成鳥 不明 13:01 13:18 ピーク南を旋回する個体を確認。稜線上の枯木にとまる。13:06 に飛び立つと旋回

し北西へ飛翔した後、戻るように南東へ飛翔すると、急降下してピーク西斜面の枯

木にとまる。13:18 に飛び立ち、すぐに林内に入り消失。 

1 

 103 不明 不明 13:56 15:00 巣内で動いている個体を確認。そのまま調査終了時間のため観察を終了。 1 

 104 成鳥 不明 14:03 14:12 ピーク西側尾根上でクマタカ No.105 の個体と共に旋回する個体を確認。西へ滑翔

と旋回を繰り返した後、北西へ滑翔し尾根陰で消失。 

14、19 

 105 成鳥 不明 14:03 14:12 ピーク西側尾根上でクマタカ No.104 の個体と共に旋回する個体を確認。本個体は

旋回しながらＶ字飛行を行う。西へ滑翔と旋回を繰り返した後、北西へ滑翔し尾根

陰で消失。 

14、19 

8.2-79 

表 8.2.3-1（5） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

5 月 

25 日 

106 成鳥 不明 7:59 8:27 No.152 鉄塔北西の枯木にとまっている個体を確認。8:23 に南へ飛び立ち、旋回上

昇する。その後北西へ滑翔し、尾根裏へ入り消失。 

19、21 

 107 成鳥 不明 9:58 10:21 巣近くのモミにとまっている個体を確認。10:03 に北西方向へ飛び、再びスギにと

まる。10:08 に北へ飛翔すると、旋回しながら尾羽上げ V 字ディスプレイを行な

う。旋回と滑翔を繰り返して西へ移動し、ピーク西で V 字飛行した後、旋回上昇

と旋回をして北へ向かう。ピーク近くで向きを変え南方向へ飛翔し、県境付近の

林内に入り消失。 

1、14 

 108 不明 不明 10:35 10:36 ピーク北斜面上空を旋回する個体を確認。南へ飛翔し、尾根陰で消失。 19 

 109 不明 不明 10:37 10:48 ピーク近くを旋回している個体を確認。旋回上昇しながら北東へ U ターンし、ピ

ーク方向へ向かう。その後、西へ旋回移動するが、再び U ターンしてピーク方向

へ向かい、尾根裏へ入り消失。 

19、21 

 110 成鳥 不明 11:25 11:31 No.141 鉄塔の南斜面低空を飛翔する個体を確認。旋回上昇と降下を繰り返し、斜

面上を飛翔。No.140 鉄塔北側の林内に入り消失。 

1、14、

19 

 111 不明 不明 11:49 11:49 No.141 鉄塔と No.142 鉄塔の間の伐採地低空を南に飛翔する個体を確認。そのま

ま林内に入り消失。 

1 

 112 成鳥 不明 12:30 12:32 ピーク西で旋回する個体を確認。ピーク方向へ波状飛行し、降下した際に尾根陰

で消失。 

19 

 113 成鳥 不明 12:31 12:40 営巣地付近から飛翔する個体を確認。旋回しながら探餌を行い、谷内を上流方向

へ飛翔。谷上部のモミにとまるが、すぐに飛び立ち、やや北のモミにとまる。12:40

に飛び立つと南へ飛翔し、尾根陰で消失。 

1 

 114 不明 不明 13:23 13:26 No.152 鉄塔北西の枯木にとまっている個体を確認。13:26 に南東方向へ飛び、そ

の後東へ飛翔。手前の尾根に遮られ消失。 

21 

 115 不明 不明 13:27 13:35 ピーク南東を旋回する個体を確認。ピーク付近で旋回上昇後、南東方向へ滑翔。

ピーク北斜面上空で旋回上昇後、さらに南東方向へ飛翔し、尾根陰で消失。 

14、19、

21 

 116 不明 不明 13:52 13:52 ピーク南東側尾根上を旋回している個体を確認。そのまま尾根裏へ入り消失。 21 

5 月 117 不明 不明 9:18 9:18 ピーク北で旋回する個体を確認。旋回しながら西へ飛翔し、尾根陰で消失。 14 

26 日 118 不明 不明 9:40 9:51 ピーク南東の谷上空で旋回する個体を確認。旋回しながら北東方向へ向い、森山

南斜面の針葉樹横枝にとまる。すぐに飛び立ち、旋回と旋回上昇をした後、南東

方向へ滑翔して尾根陰で消失。 

14、19、

21 

 119 成鳥 不明 10:12 10:15 St.1 東を旋回する個体を確認。西へ飛翔し、尾根陰で消失。 1、14 

 120 成鳥 不明 10:59 11:02 St.1 西より出現。St.1 の南側を回るように飛んだ後、St.1 上空を西へ通過して、

再び手前の樹林に隠れ消失。 

1 

 121 成鳥 不明 11:02 11:04 No.2-121 鉄塔南側を西へ旋回する個体を確認。その後西へ滑翔し、尾根陰で消失。 21 

 122 成鳥 不明 12:00 12:08 巣の付近から出現し、ピーク西斜面で旋回を交えながら飛翔。巣の南東斜面の林

内に入り消失。 

1 

 123 不明 不明 12:59 13:05 ピーク北斜面上空を旋回上昇している個体を確認。高空を南方向へ滑翔して、貫

ヶ岳北の尾根裏へ消失。 

19、21 

 124 雛 不明 13:15 14:30 巣の中にいる雛を確認。13:26 にクマタカ No.125 の個体がヘビ類を持ち飛来し、

給餌を受ける。そのまま巣内にとまっていたが、調査地点移動により観察を終了。 

1 

 125 成鳥 不明 13:26 14:11 巣内の雛（クマタカ No.124）を観察中に巣へ餌（ヘビ類）を持って飛来。雛へ給

餌したのち、14:07 に飛び立つと、ピーク西の谷内を旋回上昇した後、巣のある谷

左岸の林内に入り消失。 

1 

 126 不明 不明 13:50 13:51 ピーク北斜面を旋回する個体を確認。降下すると斜面に沿って南西に飛翔し、背

景に溶け込み消失。 

19 

6 月 127 成鳥 不明 9:41 9:43 ピーク北上空を旋回する個体を確認。西へ滑翔し、雲に隠れ消失。 14 

28 日 128 成鳥 不明 9:47 9:53 No.152 鉄塔北の枯木上空を旋回する個体を確認。北西へ滑翔した後、東へ向かい、

森山西の林内に入り消失。 

14、19 

 129 不明 不明 12:40 12:40 ピーク西の尾根を飛翔する個体を確認。尾根を回り込み南東へ向かい、尾根陰で

消失。 

19 

 130 成鳥 不明 12:57 13:01 ピーク北斜面上空を尾羽上げ V 字ディスプレイで旋回する個体を確認。南南西へ

向かい、波状飛行を行った後、南へ尾根を越え、谷上空で浅い尾羽水平ディスプ

レイで旋回。北へ滑翔し、尾根陰で消失。 

19、21 

6 月

29 日 

131 成鳥 不明 10:37 10:40 営巣林近傍上空を旋回する個体を確認。その後、巣のある谷を旋回上昇し、東へ

飛翔してピーク南の尾根陰で消失。 

1 

 132 成鳥 雄? 11:09 11:14 森山南東の斜面林中空を帆翔する個体を確認。旋回しながら西方向へ徐々に上昇。

飛来してきたハチクマ No.3 の個体に威嚇されるが、本個体も威嚇し返す。クマタ

カ No.133 の個体が接近してくると近づいて威嚇した後、クマタカ No.133 を追尾

して北西へ飛翔し、尾根陰で消失。 

14、21 

 133 成鳥 雌? 11:13 11:14 森山北西の尾根上空で V 字飛行しながらクマタカ No.132 の個体に接近。クマタカ

No.132 の個体に威嚇された後、同クマタカに追尾されて北西へ滑翔し、尾根陰で

消失。 

14、21 

 134 不明 不明 12:31 12:32 森山西の斜面林上空を帆翔する個体を確認。西へ飛翔し尾根陰で消失。 21 
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8.2-80 

表 8.2.3-1（6） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

6 月

29 日 

135 幼鳥 不明 13:10 14:50 巣内にいる幼鳥を確認。時折、周囲を見回す様子が見られた。14:09 にクマタカ

No.136 の個体がエサを持って飛来し、14:50 にエサを持って飛び去る。本個体

はそのまま巣内にいた。地点移動のため本個体の観察を終了。 

1 

 136 成鳥 不明 14:09 14:34 クマタカ No.135 の個体を観察中に巣に飛来。脚に持っていたと思われるエサ

（哺乳類、種不明）をついばむ。14:30 にエサを持って飛び立ち、営巣木のある

谷右岸を旋回するが、背景に溶け込み消失。 

1 

 137 成鳥 雄? 15:23 15:25 ピーク北西の樹林上空を旋回する個体を確認。東へ帆翔し、少し旋回した後、

北西へ帆翔して尾根陰で消失。 

21 

6 月 

30 日 

138 幼鳥 不明 10:00 15:00 巣内にいる幼鳥を確認。巣内の見えない所にいるのか、時折巣の端に出て来て

羽づくろいをする。調査終了までそのまま巣内に在巣。 

1 

 139 成鳥 不明 11:55 12:00 No.152 鉄塔北の枯木上空付近を旋回する個体を確認。ピーク方向へ飛翔し、ピ

ーク付近の尾根陰で消失。 

14、19、

21 

 140 成鳥 不明 12:01 12:03 ピーク南西の谷上空を旋回する個体を確認。ピーク方向へ波状飛行しながら飛

翔し、ピーク西の林内に入り消失。 

19、21 

 141 成鳥 不明 12:03 12:05 クマタカ No.140 の個体が消失した後すぐに、ピーク北を尾羽上げ V 字ディス

プレイをしながら旋回している個体を確認。東へ飛翔し、尾根陰で消失。 

1、19、21 

7 月 

25 日 

142 不明 不明 9:33 9:33 ピーク北を北北西へ飛翔する個体を確認。降下気味に飛翔し、背景に溶け込み

消失。 

14 

 143 成鳥 雄? 10:22 10:23 ピーク南東でエサを持ち飛翔する個体を確認。旋回後、営巣地方向へ降下し、

尾根陰で消失。 

14 

 144 成鳥 不明 10:26 10:26 巣の南から巣の場所へ進入する個体を確認。手前の林に隠れ消失。 1 

 145 成鳥 雄? 10:42 11:51 巣の付近から出現。巣のある谷内を旋回後、北西へ飛翔して旋回上昇。St.1 西

で手前の林に隠れ消失。 

1 

 146 成鳥 雄? 10:54 10:58 ピーク付近を旋回する個体を確認。旋回後、南東の営巣地方向へ飛翔し、尾根

陰で消失。 

14 

 147 幼鳥 不明 11:12 12:30 巣にとまっている幼鳥の個体を確認。途中、飛来した No.148 の個体に給餌を受

け、エサを食べている様子が多く見られた。巣の奥に移動して姿が見えなくな

り、そのまま観察を終了。 

1 

 148 成鳥 不明 12:04 12:07 エサを持って巣に飛来した個体を確認。No.147（幼鳥）の個体へエサを与えた

後、本個体も少しエサをついばんだ。12:06 に飛び立つと、巣周辺を旋回し、背

景に溶け込み消失。 

1 

 149 成鳥 雌？ 12:11 12:13 ピーク北で旋回する個体を確認。旋回後、波状ディスプレイをしながら北へ飛

翔し、手前の林に隠れ消失。 

14 

 150 成鳥 不明 13:45 13:49 ピーク北の谷内より旋回上昇してくる個体を確認。高空へ旋回上昇後、南東方

向へ滑翔し貫ヶ岳方向へ向かい、背景に溶け込み消失。 

1､19､21 

7 月 

26 日 

151 成鳥 不明 11:28 11:35 ピーク上空で旋回する本個体を確認。旋回上昇した後、南へ尾羽上げ V 字ディ

スプレイをしながら滑翔。送電線上空付近を旋回後、クマタカ No.152 の個体を

追うように西へ飛翔、尾根陰で消失。 

1､14 

 152 成鳥 不明 11:30 11:34 クマタカ No.151 の個体を観察中に、No.140 鉄塔の南で旋回する本個体を確認。

クマタカ No.151 の個体と旋回後、西へ飛翔し尾根陰で消失。 

1､14 

 153 成鳥 雌？ 11:35 11:52 St.1 南を旋回上昇する個体を確認。その後南へ飛翔し、営巣木のある谷の西の

谷左岸へ向かうと、背景に溶け込み消失。 

1､14 

7 月 

27 日 

154 若鳥? 不明 11:04 11:08 St.21 北の谷方向より出現。旋回上昇し、南西方向へ向う。ST.21 の西で尾根を

越えて消失。 

21 

 155 成鳥 不明 11:34 11:40 ピーク北西斜面上空を旋回上昇している個体を確認。尾羽水平 V 字ディスプレ

イで旋回上昇しながらピーク方向へ向かう。その後、波状ディスプレイを行い、

下から上昇して来たクマタカ No.156、157 の個体を追うように降下するが、U タ

ーンしてピーク北西斜面へ急降下し消失。 

1 ､ 14 ､

19､21 

 156 成鳥 不明 11:36 11:39 クマタカ No.155 の個体を観察中に下から本個体が上昇して来た。尾羽水平 V 字

ディスプレイしながら旋回上昇した後、波状ディスプレイを行った。貫ヶ岳方

向へ向かい、クマタカ No.157 が消失した方向へ急降下し消失した。 

1 ､ 14 ､

19､21 

 157 成鳥 不明 11:37 11:39 クマタカ No.156 の個体を観察中に下を旋回上昇してくる本個体を確認。貫ヶ

岳方向へ旋回して行き、降下して手前の尾根に遮られ消失。 

1 ､ 14 ､

19､21 

 158 成鳥 雌? 14:23 14:30 St.14 北で旋回上昇する個体を確認した。その後西へ滑翔し、尾根陰で消失。 14､19 
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8.2-80 

表 8.2.3-1（6） 2023 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

6 月

29 日 

135 幼鳥 不明 13:10 14:50 巣内にいる幼鳥を確認。時折、周囲を見回す様子が見られた。14:09 にクマタカ

No.136 の個体がエサを持って飛来し、14:50 にエサを持って飛び去る。本個体

はそのまま巣内にいた。地点移動のため本個体の観察を終了。 

1 

 136 成鳥 不明 14:09 14:34 クマタカ No.135 の個体を観察中に巣に飛来。脚に持っていたと思われるエサ

（哺乳類、種不明）をついばむ。14:30 にエサを持って飛び立ち、営巣木のある

谷右岸を旋回するが、背景に溶け込み消失。 

1 

 137 成鳥 雄? 15:23 15:25 ピーク北西の樹林上空を旋回する個体を確認。東へ帆翔し、少し旋回した後、

北西へ帆翔して尾根陰で消失。 

21 

6 月 

30 日 

138 幼鳥 不明 10:00 15:00 巣内にいる幼鳥を確認。巣内の見えない所にいるのか、時折巣の端に出て来て

羽づくろいをする。調査終了までそのまま巣内に在巣。 

1 

 139 成鳥 不明 11:55 12:00 No.152 鉄塔北の枯木上空付近を旋回する個体を確認。ピーク方向へ飛翔し、ピ

ーク付近の尾根陰で消失。 

14、19、

21 

 140 成鳥 不明 12:01 12:03 ピーク南西の谷上空を旋回する個体を確認。ピーク方向へ波状飛行しながら飛

翔し、ピーク西の林内に入り消失。 

19、21 

 141 成鳥 不明 12:03 12:05 クマタカ No.140 の個体が消失した後すぐに、ピーク北を尾羽上げ V 字ディス

プレイをしながら旋回している個体を確認。東へ飛翔し、尾根陰で消失。 

1、19、21 

7 月 

25 日 

142 不明 不明 9:33 9:33 ピーク北を北北西へ飛翔する個体を確認。降下気味に飛翔し、背景に溶け込み

消失。 

14 

 143 成鳥 雄? 10:22 10:23 ピーク南東でエサを持ち飛翔する個体を確認。旋回後、営巣地方向へ降下し、

尾根陰で消失。 

14 

 144 成鳥 不明 10:26 10:26 巣の南から巣の場所へ進入する個体を確認。手前の林に隠れ消失。 1 

 145 成鳥 雄? 10:42 11:51 巣の付近から出現。巣のある谷内を旋回後、北西へ飛翔して旋回上昇。St.1 西

で手前の林に隠れ消失。 

1 

 146 成鳥 雄? 10:54 10:58 ピーク付近を旋回する個体を確認。旋回後、南東の営巣地方向へ飛翔し、尾根

陰で消失。 

14 

 147 幼鳥 不明 11:12 12:30 巣にとまっている幼鳥の個体を確認。途中、飛来した No.148 の個体に給餌を受

け、エサを食べている様子が多く見られた。巣の奥に移動して姿が見えなくな

り、そのまま観察を終了。 

1 

 148 成鳥 不明 12:04 12:07 エサを持って巣に飛来した個体を確認。No.147（幼鳥）の個体へエサを与えた

後、本個体も少しエサをついばんだ。12:06 に飛び立つと、巣周辺を旋回し、背

景に溶け込み消失。 

1 

 149 成鳥 雌？ 12:11 12:13 ピーク北で旋回する個体を確認。旋回後、波状ディスプレイをしながら北へ飛

翔し、手前の林に隠れ消失。 

14 

 150 成鳥 不明 13:45 13:49 ピーク北の谷内より旋回上昇してくる個体を確認。高空へ旋回上昇後、南東方

向へ滑翔し貫ヶ岳方向へ向かい、背景に溶け込み消失。 

1､19､21 

7 月 

26 日 

151 成鳥 不明 11:28 11:35 ピーク上空で旋回する本個体を確認。旋回上昇した後、南へ尾羽上げ V 字ディ

スプレイをしながら滑翔。送電線上空付近を旋回後、クマタカ No.152 の個体を

追うように西へ飛翔、尾根陰で消失。 

1､14 

 152 成鳥 不明 11:30 11:34 クマタカ No.151 の個体を観察中に、No.140 鉄塔の南で旋回する本個体を確認。

クマタカ No.151 の個体と旋回後、西へ飛翔し尾根陰で消失。 

1､14 

 153 成鳥 雌？ 11:35 11:52 St.1 南を旋回上昇する個体を確認。その後南へ飛翔し、営巣木のある谷の西の

谷左岸へ向かうと、背景に溶け込み消失。 

1､14 

7 月 

27 日 

154 若鳥? 不明 11:04 11:08 St.21 北の谷方向より出現。旋回上昇し、南西方向へ向う。ST.21 の西で尾根を

越えて消失。 

21 

 155 成鳥 不明 11:34 11:40 ピーク北西斜面上空を旋回上昇している個体を確認。尾羽水平 V 字ディスプレ

イで旋回上昇しながらピーク方向へ向かう。その後、波状ディスプレイを行い、

下から上昇して来たクマタカ No.156、157 の個体を追うように降下するが、U タ

ーンしてピーク北西斜面へ急降下し消失。 

1 ､ 14 ､

19､21 

 156 成鳥 不明 11:36 11:39 クマタカ No.155 の個体を観察中に下から本個体が上昇して来た。尾羽水平 V 字

ディスプレイしながら旋回上昇した後、波状ディスプレイを行った。貫ヶ岳方

向へ向かい、クマタカ No.157 が消失した方向へ急降下し消失した。 

1 ､ 14 ､

19､21 

 157 成鳥 不明 11:37 11:39 クマタカ No.156 の個体を観察中に下を旋回上昇してくる本個体を確認。貫ヶ

岳方向へ旋回して行き、降下して手前の尾根に遮られ消失。 

1 ､ 14 ､

19､21 

 158 成鳥 雌? 14:23 14:30 St.14 北で旋回上昇する個体を確認した。その後西へ滑翔し、尾根陰で消失。 14､19 

 

 

8.2-81 

2． 2024 年 

事後調査として実施したクマタカ定点観察における 2024 年のクマタカの確認状況を表

8.2.3-2 に示す。 

 

表 8.2.3-2（1） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

27 日 

1  成鳥 不明 8:23 8:53 ピーク東の小尾根上のモミにとまっている個体を確認した。時折見廻しや羽づく

ろい等して落ち着いてとまっていた。8:50 に飛び立つと、旋回しながら徐々に西

へ移動した後、南へ飛翔してさらに南東へ滑空した。南又川を越え、過年度営巣

林右岸尾根上部へ飛ぶと手前の樹林に隠れ消失した。 

1、14、19 

 2  成鳥 雄? 8:55 10:37 ピーク南の樹木にとまっている個体を確認した。9:34 に飛び立つと北へ飛翔し、

再び樹木にとまった。10:28 に飛び立ち、過年度の巣のある右岸尾根沿いを北西

へ飛翔した。送電線南で旋回上昇後再び北西へ向かい、St.1 の西で旋回から旋回

上昇した。その後、西へ滑空して主稜線上空に達すると北上した。ピーク東の尾

根上のモミにとまった。ノスリ、オオタカ程度の大きさの猛禽類に攻撃され始め

るとすぐ下方へ降下し、尾根陰で消失した。 

1、14 

 3  成鳥 不明 9:55 10:12 森山南側の斜面上を東へ飛翔する個体を確認した。旋回上昇後、旋回及び移動で

ピーク付近上空へ向かい、尾羽上げ V 字ディスプレイ飛翔をおこなった。すると

別の 2 個体（クマタカ No.4、クマタカ No.5）が上空を飛翔し、その 2 個体を追

うように北西へ飛翔して手前の樹林に隠れ消失した。 

14、21 

 4  成鳥 不明 10:04 10:11 森山の北側でクマタカ No.5 の個体と旋回する本個体を確認した。ピーク上空で

旋回上昇後、2 個体で北西へ飛翔し、手前の樹林に隠れ消失した。 

21 

 5  成鳥 不明 10:04 10:11 森山の北側でクマタカ No.4 の個体と旋回する本個体を確認した。ピーク上空で

旋回上昇後、2 個体で北西へ飛翔し、手前の樹林に隠れ消失した。 

21 

 6  成鳥 不明 11:34 11:47 St.1 の東側で旋回から旋回上昇する個体を確認した。南西に移動し、ピーク付近

で尾羽上げ V 字ディスプレイにより旋回上昇及び旋回をして、その後波状飛行も

行った。東へ移動し、営巣谷付近上空で旋回後、北西へ滑空した。手前の樹林に

隠れ消失した。 

1、14 

 7  不明 不明 11:42 11:46 クマタカ No.6 の個体飛翔時に本個体を確認した。ピーク南西を尾羽上げ V 字デ

ィスプレイ及び弱く波状飛行しながら南東へ飛翔後、尾根陰で消失した。 

1 

 8  幼鳥 不明 11:52 11:58 過年度の巣近くの落葉広葉樹にとまっている個体を確認した。11:58 に飛び立つ

と、右岸斜面のスギ林内に入り消失した。 

1 

 9  成鳥 不明 12:18 12:24 ピーク西の谷上空を旋回する個体を確認した。南西へ飛翔し、背景に溶け込み消

失した。 

21 

 10  幼鳥 不明 12:27 12:41 過年度の巣のある右岸斜面を飛翔後、落葉広葉樹にとまった個体を確認した。

12:30 に飛び立ち、近くのスギにとまった。すぐに飛んで別の近くのスギにとま

った。12:32 に飛び立ち、ゆっくり北西へ飛翔した。南又川を通過して旋回上昇

した後、南西へ進路を変えピーク東の谷内に入り消失した。 

1 

 11  成鳥 不明 12:33 12:45 ピーク南東を他の 2 個体と旋回している本個体を確認した。本個体とクマタカ

No.12 の個体でクマタカ No.13 の個体を追っているようだった。クマタカ No.13

の個体が離れると尾羽上げ V 字ディスプレイしながら旋回上昇した。その後、ク

マタカ No.12 の個体に一度つっかかりをして離れ旋回上昇した。南へ移動し波状

ディスプレイしながら St.19 北側までくると、急降下して手前の樹林に隠れ消失

した。 

19 

 12  不明 不明 12:33 12:44 ピーク南東を他の 2 個体と旋回している本個体を確認した。本個体はクマタカ

No.11 の個体のあとをついて行くように飛んでいた。クマタカ No.13 の個体が離

れると 2個体で旋回上昇した。その後、クマタカ No.11 の個体に一度つっかから

れ、離れ行き旋回上昇した。そまま北西方向へ飛び消失した。 

19 

 13  不明 不明 12:33 12:35 ピーク南東を他の 2 個体と旋回している本個体を確認した。本個体はクマタカ

No.11、12 の個体とやや離れて旋回していた。クマタカ No.11 の個体に追われ、

尾羽水平 V 字ディスプレイをして西方向へ離れて行き消失した。 

19 

 14  成鳥 不明 13:30 13:37 ピーク西斜面上の枯木にとまっている個体を確認した。13:37 に飛び立ち、斜面

を西へ降りるように飛翔して尾根陰で消失した。 

21 

 15  成鳥 不明 13:43 14:06 鉄塔 No.151 北の枯木にとまっている個体を確認した。14:06 に下へ降りるように

飛び立ち、すぐに尾根陰で消失した。 

21 

 16  成鳥 不明 14:10 14:14 ピークの北を旋回する個体を確認した。ハシボソガラスに追われながら北西へ飛

翔し、ピーク南東の尾根陰で消失した。 

14、19、

21 
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8.2-82 

表 8.2.3-2（2） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

28 日 

17  成鳥 雌 8:57 9:13 鉄塔 No.151 北の枯木にとまっている個体を確認した。9:10 にクマタカ No.18

雄の個体が飛来し交尾をした。9:12 に飛び立ち、旋回するがすぐ U ターンし

て最初の枯木より西側の落葉広葉樹にとまった。すぐに北へ飛び、手前の尾根

陰で消失した。 

21 

 

18  成鳥 雄 9:10 9:10 

クマタカ No.17 雌の個体を観察中に北西から飛来する本個体を確認した。クマ

タカ No.17 の個体の隣にとまり、すぐに交尾をした。交尾後すぐに飛び立ち、

谷内へ降下して見えなくなり消失した。 

21 

 
19  成鳥 不明 9:33 9:43 

鉄塔 No.152 北を旋回する個体を確認した。森山方向へ移動し、ピーク西の林

内に入り消失した。 
14、21 

 

20  不明 不明 10:19 10:20 

鉄塔 No.152 北側の谷内をクマタカ No.21 の個体と旋回している本個体を確認

した。2 個体でつっかかりをし合った。低くなり見え隠れしながらそのまま尾

根陰で消失した。 

21 

 

21  不明 不明 10:19 10:20 

鉄塔 No.152 北側の谷内をクマタカ No.20 の個体と旋回している本個体を確認

した。2 個体でつっかかりをし合った。低くなり見え隠れしながらそのまま尾

根陰で消失した。 

21 

 

22  成鳥 不明 10:24 10:32 

鉄塔 No.2－122 の南東で旋回しながら北へ飛翔する個体を確認した。旋回上昇

後、再び南東へ戻るように飛翔した。ピーク北の谷内に降下し、尾根陰で消失

した。 

19 

 
23  成鳥 不明 10:46 11:08 

石合川右岸のスギにとまっている個体を確認した。10:54 に飛び立ち、近くの

スギにとまった。11:08 に飛び立つと、近くの林内に入り消失した。 
19 

 
24  不明 不明 10:47 10:47 

森山西をカラス 2個体に追われて尾根を超える個体を確認した。そのまま見え

なくなり消失した。 
21 

 25  成鳥 雄? 11:39 11:40 ピーク西を南へ飛翔する個体を確認した。東斜面の背景に溶け込み消失した。 14、19 

 
26  成鳥 不明 13:29 13:33 

ピーク西の尾根上の枯木にとまっている個体を確認した。南の谷側へ降りるよ

うに消失した。 
19、21 

 
27  成鳥 雌 13:35 15:34 

ピーク北の木でクマタカ No.28 の個体と交尾している本個体を確認した。交尾

後もそのままとまって羽づくろいをしていた。15:34に西方向へ飛び消失した。 
21 

 

28  成鳥 雄 13:35 13:45 

ピーク北の樹木でクマタカ No.27 の個体と交尾している本個体を確認した。そ

の後、クマタカ No.27 の個体がとまっている上の枝に移動した。13:45 に谷内

へ降下し消失した。 

19、21 

 

29  幼鳥 不明 13:45 14:05 

営巣谷の下流右岸斜面の落葉広葉樹枯木にとまっている個体を確認した。枝を

歩いて先端近くに移動したり、とまりの向きを変える等した。14:05 に飛ぶと、

谷を横断して対岸の尾根近くへ飛翔し、手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 
30  成鳥 雄 14:05 15:36 

ピーク北斜面のスギにとまっている個体を確認した。15:36 に飛び立ち、北へ

降下し消失した。 
19 

 
31  成鳥 雄? 14:37 14:45 

St.1 の南西を旋回する個体を確認した。北西へ移動し途中旋回上昇した。ピー

クの南付近で南方向へ飛翔し旋回上昇後、鉄塔 No.140 北の尾根陰で消失した。 
1、14 

3 月 

29 日 
32  成鳥 不明 10:50 10:51 

中部横断道長瀞橋付近上空で旋回する個体を確認した。徐々に北上して行き、

橋の北側付近で見えなくなり消失した。 
12' 

 

33  成鳥 雌 13:01 13:38 

過年度営巣林付近上空で旋回する個体を確認した。北北東へ移動後、急降下し

てピーク西の谷の右岸尾根の枯木にとまった。13:09 にクマタカ No.35 の個体

が飛来し交尾をした。13:31 に飛び立つと谷内を旋回後、先程の枯木よりも下

方尾根近くの枯木にとまった。枝移り後、枯枝をくわえ 13:38 に飛び立った。

谷右岸尾根西斜面を北西に降下して行き、手前の樹林に隠れ消失した。 

12'、21 

 
34  成鳥 雄 13:03 13:06 

クマタカ No.33 の個体を観察中に本個体が出現した。本個体と 2個体で北へ移

動した後、再び南へ飛翔し、ピーク西の谷内へ急降下して尾根陰で消失した。 
12'、21 

 

35  成鳥 雄 13:09 13:33 

クマタカ No.33 の個体がとまっている枯木に飛来し、交尾をする本個体を確認

した。13:21に北方向へ飛び立つが、戻って来て再び同じ枯木にとまった。13:25

に飛び立ち、斜面西側のスギにとまった。13:30 に飛び立ち、斜面上空を旋回

後、交尾した木の尾根下の枯木にとまった。13:30 に谷内へ飛び、尾根陰で消

失した。 

12'、21 

 
36  成鳥 雄 13:37 13:46 

ピーク西の尾根上のスギにとまっている個体を確認した。13:45 に南西方向へ

飛び、ピーク北の谷内へ飛翔して尾根陰で消失した。 

12'、19、

21 

 

37  不明 不明 13:45 14:03 

ピーク西の林上で旋回上昇している個体を確認した。その後東方向へ移動し、

ピーク西の尾根上の針葉樹にとまった。13:58 に飛び立ち、尾根下の枯木にと

まった。14:03 に飛び立ち、谷内へ降下して尾根陰で消失した。 

12'、19、

21 
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8.2-83 

表 8.2.3-2（3） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

29 日 

38  成鳥 不明 13:59 14:03 クマタカ No.33 の個体が交尾した木よりも、尾根上部の枯木にとまっている個

体を確認した。とまっていたクマタカ No.37 の個体と並びどまりをした。14:00

に交尾木より尾根下方の枯木に移動した。14:02 に飛ぶと同尾根付近からピー

ク西の谷内で旋回等飛翔し、左岸尾根陰で消失した。 

12'、19、

21 

 39  成鳥 不明 14:03 14:11 ピーク西の谷内でクマタカ No.40 の個体と飛翔する本個体を確認した。尾根上

の枯木にとまった。14:11 に飛び立つと、谷内へ降下して尾根陰で消失した。 

12'、21 

 40  成鳥 不明 14:05 14:12 ピーク西の谷右岸尾根の西側斜面上空で旋回する個体を確認した。ピーク西の

谷内へ移動し、クマタカ No.39 の個体と飛翔した。旋回飛翔後、谷内林道近く

のスギ頂部にとまった。14:10 に飛び立つと、右岸尾根西側へ移動して行き、

右岸尾根の肩から北西へ延びる尾根陰で消失した。 

21 

 41  成鳥 不明 14:11 14:21 ピーク西を東へ飛翔する個体を確認した。ピークの南斜面の枯木にとまった。

14:20 に飛び立ち、旋回しながら南へ移動して尾根陰で消失した。 

12'、21 

 42  成鳥 不明 14:18 14:18 ピーク西側で旋回する個体を確認した。脚に何か枝のようなものを持って飛翔

していた。ピーク西の谷左岸尾根を越え谷内へ向かい、尾根陰で消失した。 

21 

 43  成鳥 雄? 14:23 14:35 ピーク西の谷右岸尾根の下方のモミにとまっている個体を確認した。14:23 に

飛び立ち、同尾根上空から尾根西斜面上を飛翔した後、同尾根上部の枯木にと

まった。14:35 に下方へ降下し、手前の樹林に隠れ消失した。 

12'、21 

 44  成鳥 雄 14:34 15:04 ピーク西の尾根上の枯木にとまっている個体を確認した。14:40 に飛び立ち、

同尾根下方のクマタカ No.46 の個体がとまっている同じ木にとまると、交尾を

した。14:43 に飛び立ち北へ旋回した後、再び南へ飛翔し、最初の枯木にとま

った。14:58 に飛び立ち、ピーク西の谷右岸尾根西斜面の針葉樹にとまった。

15:03 に飛び立つと南下して行き、左岸尾根陰で消失した。 

12'、21 

 45  成鳥 雌 14:37 15:09 ピーク西の谷右岸尾根の交尾した枯木にとまっている個体を確認した。14:40

に飛び立ち、同尾根下方の枯木にとまった。クマタカ No.44 の個体が飛来し交

尾した。その後しばらくとまり続け、15:05 に南へ飛び立つと、左岸側の木に

とまった。15:08 に西へ飛翔後南下した。南東へ降下し手前の樹林に隠れ消失

した。 

12'、21 

 46  成鳥 雌 15:17 15:55 ピーク西の谷右岸尾根の交尾した枯木にとまっている個体を確認した。15:46

に飛び立ちピーク西の谷内、尾根上空等を飛翔後、先程とまった枯木より尾根

上部の枯木にとまった。すぐにクマタカ No.47 の個体が飛来し交尾をした。そ

の後もとまり続けるが、調査終了時間となり観察を終了した。 

12'、21 

 47  成鳥 雄 15:50 15:51 クマタカ No.46 の個体のもとへ飛来し交尾を行った。濃霧が濃くなった際にい

なくなり、そのまま消失した。 

21 

4 月 

24 日 

48  成鳥 不明 11:23 11:24 ピーク西の谷の右岸尾根上の枯れ木にとまっている個体を確認した。11:24 に

飛び立つと南へ飛翔するが、霧の中に入ったため消失した。 

12' 

4 月 

25 日 

49  成鳥 不明 8:58 9:12 ピーク西の谷の右岸尾根上の針葉樹にとまっている個体を確認した。9:12 に

飛び立ち南東へ飛翔。旋回上昇後も南東へ移動し尾根陰で消失した。 

19、21 

 50  成鳥 不明 9:00 9:01 過年度の営巣木（Ib）の斜面やや上方、針葉樹にとまっている個体を確認した。

9:01 西南西へ飛び立ち徐々に降下すると尾根陰で消失した。 

21 

 51  成鳥 不明 9:09 9:10 鉄塔 No.151 の北で旋回する個体を確認した。北西へ向かい尾根陰で消失した。 14 

 52  成鳥 不明 9:28 9:36 森山の南で旋回している個体を確認した。北西に飛翔しクマタカ No.53 に一度

つっかかった。波状飛行後再び旋回し、森山の南斜面の林内に入り消失した。 

14、21 

 53  不明 不明 9:30 9:36 ピークの北西で旋回上昇をしている個体を確認した。その後旋回中にクマタカ

No.52 に一度つっかかられた。東方向へ徐々に移動していき、森山南斜面で斜

面背景に溶け込み消失した。 

14、21 

 54  成鳥 不明 9:50 9:52 森山の南で旋回している個体を確認した。南東へ飛翔し、ピーク北斜面の林内

に入り消失した。 

14、19、

21 

 55  不明 不明 10:13 10:58 過年度の営巣木（Ma）よりも谷奥のモミ横枝にとまっている個体を確認。足元

に何か黄色っぽいものが見えたが餌かどうかは不明。10:58に北へ飛び立つと、

過年度の営巣木（Ma）よりもやや斜面上方にあるモミのかたまりの東側へ飛翔。

手前樹林に隠れ消失した。 

1 

 56  成鳥 不明 10:41 10:44 ピーク西の谷の右岸尾根上空で旋回している個体を確認した。南へ滑翔後、途

中から南東へ向きを変え、貫ヶ岳から西へ延びる尾根陰で消失した。 

21 

 57  成鳥 不明 10:44 10:44 クマタカ No56 の後を追うように南東へ滑翔する個体を確認した。クマタカ

No.56 と同様、尾根陰で消失した。 

21 

 58  成鳥 不明 12:54 13:10 ピーク西の谷の右岸尾根上の枯れ木にとまっている個体を確認した。13:06 に

南へ飛び立ち旋回上昇により少しずつ高度を上げながら南へ飛翔。尾根陰で消

失した。 

19、21 

 

 

8.2-82 

表 8.2.3-2（2） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

28 日 

17  成鳥 雌 8:57 9:13 鉄塔 No.151 北の枯木にとまっている個体を確認した。9:10 にクマタカ No.18

雄の個体が飛来し交尾をした。9:12 に飛び立ち、旋回するがすぐ U ターンし

て最初の枯木より西側の落葉広葉樹にとまった。すぐに北へ飛び、手前の尾根

陰で消失した。 

21 

 

18  成鳥 雄 9:10 9:10 

クマタカ No.17 雌の個体を観察中に北西から飛来する本個体を確認した。クマ

タカ No.17 の個体の隣にとまり、すぐに交尾をした。交尾後すぐに飛び立ち、

谷内へ降下して見えなくなり消失した。 

21 

 
19  成鳥 不明 9:33 9:43 

鉄塔 No.152 北を旋回する個体を確認した。森山方向へ移動し、ピーク西の林

内に入り消失した。 
14、21 

 

20  不明 不明 10:19 10:20 

鉄塔 No.152 北側の谷内をクマタカ No.21 の個体と旋回している本個体を確認

した。2 個体でつっかかりをし合った。低くなり見え隠れしながらそのまま尾

根陰で消失した。 

21 

 

21  不明 不明 10:19 10:20 

鉄塔 No.152 北側の谷内をクマタカ No.20 の個体と旋回している本個体を確認

した。2 個体でつっかかりをし合った。低くなり見え隠れしながらそのまま尾

根陰で消失した。 

21 

 

22  成鳥 不明 10:24 10:32 

鉄塔 No.2－122 の南東で旋回しながら北へ飛翔する個体を確認した。旋回上昇

後、再び南東へ戻るように飛翔した。ピーク北の谷内に降下し、尾根陰で消失

した。 

19 

 
23  成鳥 不明 10:46 11:08 

石合川右岸のスギにとまっている個体を確認した。10:54 に飛び立ち、近くの

スギにとまった。11:08 に飛び立つと、近くの林内に入り消失した。 
19 

 
24  不明 不明 10:47 10:47 

森山西をカラス 2個体に追われて尾根を超える個体を確認した。そのまま見え

なくなり消失した。 
21 

 25  成鳥 雄? 11:39 11:40 ピーク西を南へ飛翔する個体を確認した。東斜面の背景に溶け込み消失した。 14、19 

 
26  成鳥 不明 13:29 13:33 

ピーク西の尾根上の枯木にとまっている個体を確認した。南の谷側へ降りるよ

うに消失した。 
19、21 

 
27  成鳥 雌 13:35 15:34 

ピーク北の木でクマタカ No.28 の個体と交尾している本個体を確認した。交尾

後もそのままとまって羽づくろいをしていた。15:34に西方向へ飛び消失した。 
21 

 

28  成鳥 雄 13:35 13:45 

ピーク北の樹木でクマタカ No.27 の個体と交尾している本個体を確認した。そ

の後、クマタカ No.27 の個体がとまっている上の枝に移動した。13:45 に谷内

へ降下し消失した。 

19、21 

 

29  幼鳥 不明 13:45 14:05 

営巣谷の下流右岸斜面の落葉広葉樹枯木にとまっている個体を確認した。枝を

歩いて先端近くに移動したり、とまりの向きを変える等した。14:05 に飛ぶと、

谷を横断して対岸の尾根近くへ飛翔し、手前の樹林に隠れ消失した。 

1 

 
30  成鳥 雄 14:05 15:36 

ピーク北斜面のスギにとまっている個体を確認した。15:36 に飛び立ち、北へ

降下し消失した。 
19 

 
31  成鳥 雄? 14:37 14:45 

St.1 の南西を旋回する個体を確認した。北西へ移動し途中旋回上昇した。ピー

クの南付近で南方向へ飛翔し旋回上昇後、鉄塔 No.140 北の尾根陰で消失した。 
1、14 

3 月 

29 日 
32  成鳥 不明 10:50 10:51 

中部横断道長瀞橋付近上空で旋回する個体を確認した。徐々に北上して行き、

橋の北側付近で見えなくなり消失した。 
12' 

 

33  成鳥 雌 13:01 13:38 

過年度営巣林付近上空で旋回する個体を確認した。北北東へ移動後、急降下し

てピーク西の谷の右岸尾根の枯木にとまった。13:09 にクマタカ No.35 の個体

が飛来し交尾をした。13:31 に飛び立つと谷内を旋回後、先程の枯木よりも下

方尾根近くの枯木にとまった。枝移り後、枯枝をくわえ 13:38 に飛び立った。

谷右岸尾根西斜面を北西に降下して行き、手前の樹林に隠れ消失した。 

12'、21 

 
34  成鳥 雄 13:03 13:06 

クマタカ No.33 の個体を観察中に本個体が出現した。本個体と 2個体で北へ移

動した後、再び南へ飛翔し、ピーク西の谷内へ急降下して尾根陰で消失した。 
12'、21 

 

35  成鳥 雄 13:09 13:33 

クマタカ No.33 の個体がとまっている枯木に飛来し、交尾をする本個体を確認

した。13:21に北方向へ飛び立つが、戻って来て再び同じ枯木にとまった。13:25

に飛び立ち、斜面西側のスギにとまった。13:30 に飛び立ち、斜面上空を旋回

後、交尾した木の尾根下の枯木にとまった。13:30 に谷内へ飛び、尾根陰で消

失した。 

12'、21 

 
36  成鳥 雄 13:37 13:46 

ピーク西の尾根上のスギにとまっている個体を確認した。13:45 に南西方向へ

飛び、ピーク北の谷内へ飛翔して尾根陰で消失した。 

12'、19、

21 

 

37  不明 不明 13:45 14:03 

ピーク西の林上で旋回上昇している個体を確認した。その後東方向へ移動し、

ピーク西の尾根上の針葉樹にとまった。13:58 に飛び立ち、尾根下の枯木にと

まった。14:03 に飛び立ち、谷内へ降下して尾根陰で消失した。 

12'、19、

21 
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表 8.2.3-2（4） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

4 月 

26 日 

59  成鳥 不明 8:27 8:41 ピーク西の谷内を旋回する個体を確認した。しばらく旋回後、右岸尾根上の枯

れ木の枝にとまった。とまっている間、枝の上をあちこち移動していた。8:41

南西へ飛び立ち、林内へ降下したため消失した。 

19、21 

 60  成鳥 不明 9:50 9:50 ピーク西の浅い谷付近を飛翔する個体を確認した。すぐに同谷内の林内に入り

消失した。 

21 

 61  成鳥 不明 10:40 10:51 St.1 南で旋回している個体を確認した。旋回上昇後旋回を交えながら西から

北方向へ飛翔。その後は南東方向へ飛翔し波状飛行を行ったあと、降下して尾

根陰で消失した。 

1、14 

 62  成鳥 不明 11:47 11:50 貫ヶ岳周辺でノスリを追うように南東へ飛翔している個体を確認した。途中で

北西に戻るように飛翔し、尾根陰で消失した。 

21 

 63  成鳥 不明 12:09 12:13 ピーク南の枯れ木に止まっている個体を確認した。12:10 に飛び立ち、旋回し

た後南へ滑翔していくと尾根陰で消失した。 

1 

 64  成鳥 不明 12:56 13:01 ピーク北北西、南又川の右岸斜面上空で旋回している個体を確認した。上流方

向へ飛翔するが途中で戻り、同斜面の林内に入り消失した。 

1、14 

 65  成鳥 不明 14:24 14:27 ピーク北西とピーク西の谷上空で旋回上昇している個体を確認した。クマタカ

No.66 が下方より出現し、足を出したが直接の絡みはなかった。2 個体で並列

飛行を行い、そのまま降下していき過年度の営巣木（Ib）の北側林内に入り消

失した。 

21 

 66  成鳥 不明 14:25 14:27 ピーク北西とピーク西の谷上空で旋回上昇しているクマタカ No.65 の下方か

ら旋回上昇してくる個体を確認した。足を出すなどするが絡みはなく、2個体

で並列飛行を行った。その後並列飛行のまま降下していき、過年度の営巣木

（Ib）の北側林内に入り消失した。 

21 

 67  成鳥 不明 14:28 14:51 ピークよりも上部尾根上のモミ横枝にとまっている個体を確認した。14:51 飛

び立ち下方へ降下し消失した。 

14 

5 月 

29 日 

68  成鳥 不明 11:21 11:51 ピーク南東斜面の枯れ木にとまっている個体を確認した。下方に降りるように

飛び立ち、すぐに林内に入り消失した。 

1、14 

 69  不明 不明 11:23 11:52 ピーク南東斜面のモミにとまっている個体を確認した。飛び立った後、尾根上

空を南東へ飛翔し、西に向きを変えて尾根陰で消失した。 

1、14 

 70  不明 不明 13:23 13:30 ピーク西の谷の右岸尾根上の枯れ木にとまっている個体を確認した。13:24 に

一度飛び立つがすぐに戻り、同じ枯れ木にとまった。13:28 ハシブトガラスを

追いかけ西に飛び立ち、その後北へ飛翔し、右岸尾根の肩から北西へつづく尾

根上のスギにとまったが、足場が悪かったのかとまり切れず、尾根の北側へ降

下し、尾根陰で消失した。 

21 

 71  成鳥 不明 14:04 14:07 ピーク西の谷の左岸尾根付近上空で旋回している個体を確認した。徐々に南東

へ移動し、途中から翼をすぼめて降下していくと、貫ヶ岳の尾根陰で消失した。 

19、21 

 72  成鳥 不明 15:00 15:06 ピーク上空で旋回している個体を確認した。旋回上昇後南へ滑翔し、ピーク北

東の林内に入り消失した。 

1 

 73  成鳥 不明 15:06 15:06 南又川の谷上空で、西北西へ羽ばたき飛翔している個体を確認した。そのまま

西北西へ羽ばたき飛翔をつづけ、St.1 北側の尾根陰で消失した。 

14 

5 月 

30 日 

74  成鳥 不明 8:53 8:54 ピークの南で旋回している個体を確認した。同ピーク付近を西へ向かうと尾根

陰で消失した。 

14 

 75  成鳥 不明 9:18 9:20 St.12'の北東上空から西へ飛翔している個体を確認した。中部横断自動車道富

士川第一橋南の尾根上のスギにとまった。すぐに飛び立つと、クマタカ No.76

が出現し、2個体で旋回後南西へ飛翔すると手前尾根陰で消失した。 

19、21 

 76  不明 不明 9:19 9:20 中部横断自動車道富士川第一橋南側付近上空で、クマタカ No.75 の近くで旋回

している個体を確認した。旋回後南西に飛翔していくと、手前尾根陰で消失し

た。 

19、21 

 77  成鳥 不明 12:04 12:10 鉄塔 No.2-113 周辺上空で旋回している個体を確認した。東へ移動しながら旋

回上昇し北へ飛翔した。ピーク東で旋回上昇後西へ飛翔し、同ピーク付近の尾

根陰で消失した。 

1、14 

 78  成鳥 雄 13:36 13:41 ピークの北側でゆっくりと旋回上昇する個体を確認した。その後南東へ滑翔す

ると尾根陰で消失した。 

1、19 

 79  不明 不明 14:04 14:04 ピークの北西で、南東に飛翔している個体を確認した。同ピークの北の尾根陰

で消失した。 

14、19 

 80  成鳥 不明 14:29 14:33 ピーク西の谷の右岸尾根上の枯れ木にとまっている個体を確認した。14:30 に

飛び立つと、旋回しながら東へ移動し、ピーク付近で手前尾根陰で消失した。 

19、21 

 81  成鳥 不明 14:27 14:38 St.1 の北側から南東へ滑翔降下する個体を確認した。南又川右岸斜面に達す

ると下流方向へ旋回をまじえ移動した。St.2 の東側で旋回上昇後、東へ移動し

St.14 の南側から南下しはじめ、ピークの尾根北側斜面上を通過し、ピーク北

側林内に進入し消失した。 

1、14 
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表 8.2.3-2（5） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

5 月 

30 日 

82  不明 不明 14:34 14:34 ピークの北東から南南東へ滑翔していく個体を確認した。同ピーク付近尾根陰

で消失した。 

19 

 83  成鳥 雄 14:34 14:39 ピークの北側で旋回している個体を確認した。旋回後南南東へ飛翔していく

と、貫ヶ岳の北側林内に進入し消失した。 

19、21 

 84  成鳥 不明 14:35 14:54 ピーク西側の谷内から V 字飛翔により旋回上昇する個体を確認した。同谷の右

岸尾根上の枯れ木にとまるがすぐに飛び立ち、ピーク南西斜面のスギにとまっ

た。再びすぐに飛び立ち旋回しながら南へ飛翔、降下し斜面のスギにとまった。

ここまで飛翔時は常に V 字飛翔で飛翔していた。14:53 西に飛び立つと谷内へ

降下し、尾根陰で消失した。 

19、21 

5 月

31 日 

85  成鳥 不明 10:58 11:39 過年度の営巣地(Ib)の北側上空で旋回している個体を確認した。旋回上昇後東

へ飛翔し、過年度の営巣地(Ia)付近の枯れ木にとまった。11:19 に飛び立ち尾

根上の別の枯れ木にとまった。11:21 飛び立ち再び同じ枯れ木にとまった。

11:23 飛び立つと東へ旋回し、ピーク付近を飛翔中のクマタカ No.86 に近づき

一度絡んだ後も V 字飛翔を行いながらクマタカ No.86 のあとを追うように飛

翔し、さらに絡んだ。その後クマタカ No.86 を追って北北西へ滑翔し、送電線

を北側へ越え森山の南東へ飛翔するが手前尾根陰で消失した。 

12'、19、

21 

 86  不明 不明 11:29 11:39 ピーク付近で旋回している個体を確認した。クマタカ No.85 に追われるように

飛翔し、二度ほど絡まれた。その後ピーク付近上空から北北西へ滑翔していく

がこの時もクマタカ No.85 に追われながら飛翔した。送電線を北側へ越え森山

の南東へ飛翔するが手前尾根陰で消失した。 

12'、19、

21 

 87  成鳥 不明 11:49 12:00 鉄塔 No.153 西側で旋回上昇する個体を確認した。南東へ滑翔しピークの北側

で再び旋回上昇しながら同ピーク上空へ移動した。旋回後、南西へ降下すると

谷内に進入し尾根陰で消失した。 

19、21 

 88  幼鳥 不明 12:32 12:33 ピークの東でハシブトガラス 4～5 個体に囲まれながら旋回している個体を確

認した。その後東北東へまっすぐ飛翔すると尾根陰で消失した。 

14 

 89  成鳥 不明 13:14 13:23 鉄塔 No.152 北の枯れ木にとまっている個体を確認した。途中クマタカ No.90

と絡むが詳細は不明であった。13:23 に飛び立つと谷内に飛翔し尾根陰で消失

した。 

21 

 90  不明 不明 13:18 13:22 クマタカ No.89 を観察中、同じ枯れ木に飛来しとまる個体を確認した。途中 2

個体が絡むが詳細は不明であった。13:22 に飛び立ち谷内へ飛翔すると尾根陰

で消失した。 

21 

6 月 

25 日 

91  成鳥 不明 11:36 11:39 鉄塔 No.141 付近の上空を南へ飛翔する個体を確認した。ピーク南東の尾根陰

で消失した。 

1 

6 月 

26 日 

92  不明 不明 9:36 9:37 ピーク東で旋回する個体を確認した。西へ飛翔し、ピーク付近の尾根陰で消失

した。 

14 

 93  不明 不明 11:17 11:21 ピーク南東で旋回上昇する個体を確認した。北西へ飛翔しピーク東斜面で手前

樹林に隠れ消失した。 

1、14 

 94  成鳥 不明 12:08 12:12 ピーク付近上空で旋回する個体を確認した。旋回しながら南へ移動後、東へ飛

翔すると尾根陰で消失した。 

19、21 

 95  不明 不明 12:19 12:19 ピーク上空を北西に飛翔する個体を確認した。鉄塔 No.140 の北側で急降下し、

手前尾根陰で消失した。 

14 

 96  不明 不明 14:03 14:11 ピーク東で旋回する個体を確認した。尾羽上げ V 字ディスプレイを行いながら

旋回し北へ移動した。ピーク東でクマタカ No.97 と合流し 2 個体で北へ飛翔し

た。ピーク南を西へ飛翔すると尾根陰で消失した。 

1、14 

 97  不明 不明 14:07 14:09 クマタカ No.96 観察中、ピーク東で確認した。2 個体で飛翔するが、クマタカ

No.96 を追跡していたため視野からはずれ、そのまま観察終了した。 

14 

7 月 98  成鳥 不明 9:34 9:36 ピーク南東斜面を北東へ飛翔した。ピーク上空で旋回後、尾根陰で消失した。 14 

24 日 99  成鳥 不明 9:37 9:39 クマタカ No.100 とピーク東で旋回した。西へ移動したが、クマタカ No.100 を

追跡するため視野から外れて消失した。 

1、14 

 100  成鳥 不明 9:37 9:42 クマタカ No.99 とピーク東で旋回。西へ移動して旋回上昇後、北西へ飛翔し、

尾根陰で消失。 

1、14 

 101  成鳥 不明 9:59 10:09 旋回している個体を確認した。少し旋回上昇したのち、南へ滑翔した。再び旋

回上昇をはじめ、少し旋回上昇をした後、南東へ移動し尾根陰で消失した。 

19、21 

 102  成鳥 不明 10:00 10:03 ピーク西の谷の中を旋回していた。ピーク西の尾根上の広葉樹にとまった際

に、手前樹林に隠れて消失した。 

19、21 

 103  成鳥 不明 12:35 13:09 ピーク西の谷（落葉広葉樹林）中空を旋回し、徐々に上昇。旋回後、滑翔して

針葉樹上部に南向きにとまった。とまり中は飛来してきたカケス 1 羽にモビン

グされるが、しばらくしてカケスは飛び去った。その後、羽繕いして休息した。

下方を注視して探餌した後に飛び立ち、滑翔降下して落葉広葉樹に飛び込み林

内に消失した。狩りの可能性が高い。 

1 

 104  成鳥 不明 13:12 13:12 落葉広葉樹林（クマタカ No.103 が飛び込んだ樹林）から飛び出してはばたき

後、少し旋回。旋回後、滑翔していき、尾根陰で消失した。 

1 
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表 8.2.3-2（6） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

7 月 

24 日 

105  成鳥 不明 14:16 14:19 ピーク南東より旋回しながら少しずつ南下した。降下し、斜面背景に溶け込み

消失した。 

19、21 

 106  不明 不明 14:27 14:35 ピーク上空で旋回している個体を発見した。北へ移動し、旋回上昇後、再びピ

ーク方向へ飛翔した。ピーク南の林内に入り消失した。木にとまった可能性が

ある。 

14 

 107  成鳥 不明 14:46 14:49 ピーク北で V 字ディスプレイしながら旋回しているのを確認。北へ移動した

後、ピーク南を西へ飛翔し、尾根陰で消失した。 

14 

7 月 

25 日 

108  若鳥 不明 9:16 9:31 ピークの南東で、クマタカ No.109 と 2 個体で旋回しているのを確認した。旋

回上昇後、北へ移動し、鉄塔 No.140 北東の広葉樹にとまった。9:23 に飛び立

つと北側へ飛翔し、旋回上昇後南下し、鉄塔 No.2-109 にとまった。9:30 に飛

び立つと再び北側へ飛翔し、旋回上昇後降下して、斜面の樹林に隠れ消失した。 

1、14、

19 

 109  成鳥 不明 9:16 9:21 ピークの南東で、クマタカ No.108 と 2 個体で旋回しているのを確認した。旋

回上昇中、尾羽上げ V 字飛翔を行い、クマタカ No.108 の後から北上するが、

クマタカ No.108 を追跡していたため視野からはずれ消失した。 

1、14、

19 

 110  成鳥 不明 9:23 9:26 飛び立ったクマタカ No.109 のあとを追うように飛翔する個体を確認した。ピ

ークの西側で旋回後、尾上げ V 字飛翔をしながら旋回上昇し、南下した。クマ

タカ No.108 を追跡していたため、視野から外れ消失した。 

14 

 111  成鳥 不明 9:29 9:29 St.21 西の針葉落葉混交樹林中空をハシブトガラス 2 羽にモビングされなが

ら、はばたきを交えて帆翔していた。尾根陰で消失した。 

21 

 112  成鳥 不明 9:30 9:44 飛び立ったクマタカ No.108 の近くを飛翔する個体を確認した。ピークの南西

で旋回上昇後、尾上げ V 字飛翔をして南下し、鉄塔 No.140 にとまった。9:44

飛び立ち、南へ飛翔し、ピーク北側の尾根陰で消失した。 

1、14 

 113  成鳥 不明 9:46 10:33 鉄塔 No.2-109 の南より飛来し、同鉄塔にとまった。南東へ飛び立ち、ピーク

東斜面の林内に入り消失した。 

1、14 

 114  不明 不明 9:47 9:47 鉄塔 No.2-109 付近上空を北西へ飛翔し、ピーク付近の尾根陰で消失した。 1、14 

 115  成鳥 不明 9:50 9:53 針葉樹林中空を旋回し、徐々に上昇した。旋回後、針葉樹林上空を滑翔してい

き、尾根陰で消失した。 

21 

 116  成鳥 不明 10:16 11:59 クマタカ No.113 観察中に、鉄塔 No.2-109 に飛来してとまった。北へ飛び立

ち、St.1 西側の手前樹林に隠れて消失した。 

1、14 

 117  成鳥 雄? 10:41 10:44 ピーク南東で波状飛行した。北へ飛翔し、St.1 西側の手前樹林に隠れて消失し

た。 

1 

 118  成鳥 雄? 10:48 10:52 St.1 南で旋回しているところを確認。北へ飛翔し、St.1 東側の手前樹林に隠

れて消失した。 

1 

 119  不明 不明 12:00 12:01 鉄塔 No.140 の東をクマタカ No.120 とともに南へ飛翔した。クマタカ No.120

追跡のため、視野から外れて消失した。 

1 

 120  成鳥 不明 12:00 12:02 鉄塔 No.140 の東をクマタカ No.119 とともに南へ飛翔した。ピーク南東で旋回

後、尾根陰で消失した。 

1 

7 月 

26 日 

121  成鳥 雄？ 10:07 10:24 ピーク東側の針葉樹林中空を旋回し、徐々に上昇した。滑翔してモミにとまっ

ていたクマタカ No.122 を攻撃して威嚇後、同個体を追跡してはばたきを交え

て帆翔した。V 字飛行しながら旋回後、波状飛行を繰り返した。その後、V 字

飛翔しながらクマタカ No.122、No.123 とともに旋回した。No.122 を追跡して

滑翔後、No.122、No.123 と離れて旋回したのち、旋回上昇した。滑翔後、No.123

と旋回した後、No.123 と離れて旋回した。クマタカ No.123 の観察を優先した

ため視野から外れて消失した。 

1、14、

19 

 122  若鳥 不明 10:11 10:21 ピーク南東のモミ上部に下向きにとまっているところを確認した。接近してき

たクマタカ No.121 に攻撃されて飛び立ち、No.121 に追跡されてはばたき飛翔

した。針葉樹林中空を旋回し、徐々に上昇した。クマタカ No.121、No.123 と

ともに旋回後、No.121、123 に追跡されながら滑翔した。No.121、No.123 の観

察を優先したため視野から外れて消失した。 

1、14、

19 

 123  成鳥 雌? 10:13 11:31 ピーク東側の針葉樹林中空で V 字飛行しながら旋回し、徐々に上昇した。クマ

タカ No.121、No.122 とともに旋回後、No.121 とともに No.122 を追跡して滑

翔した。No.121、No.122 が離れた後も滑翔した。その後、針広落混交林中空を

旋回した。接近してきた No.121 とともに旋回した後、No.121 と離れて滑翔し、

鉄塔 No.140 上部に南西向きでとまった。とまり中は No.124 方向を注視して誇

示していると思われた。その後飛び立ち、No.124 を攻撃して威嚇後、鉄塔 No.2-

109 頂部に南西向きにとまった。とまり中は周囲を見回しており、誇示してい

るものと思われた。羽づくろいした後飛び立ち、はばたきを交えて帆翔した。

低い雲（ガス）に遮られて消失した。 

1、14、

19 

 124  成鳥 不明 10:25 10:50 鉄塔 No.2-109 頂部に南向きにとまっているところを確認した。とまり中は休

息しているものと思われた。飛来してきたクマタカ No.123 に攻撃されて飛び

立ち、はばたきを交えて帆翔した。尾根陰に隠れて消失した。 

1、14 
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表 8.2.3-2（6） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

7 月 

24 日 

105  成鳥 不明 14:16 14:19 ピーク南東より旋回しながら少しずつ南下した。降下し、斜面背景に溶け込み

消失した。 

19、21 

 106  不明 不明 14:27 14:35 ピーク上空で旋回している個体を発見した。北へ移動し、旋回上昇後、再びピ

ーク方向へ飛翔した。ピーク南の林内に入り消失した。木にとまった可能性が

ある。 

14 

 107  成鳥 不明 14:46 14:49 ピーク北で V 字ディスプレイしながら旋回しているのを確認。北へ移動した

後、ピーク南を西へ飛翔し、尾根陰で消失した。 

14 

7 月 

25 日 

108  若鳥 不明 9:16 9:31 ピークの南東で、クマタカ No.109 と 2 個体で旋回しているのを確認した。旋

回上昇後、北へ移動し、鉄塔 No.140 北東の広葉樹にとまった。9:23 に飛び立

つと北側へ飛翔し、旋回上昇後南下し、鉄塔 No.2-109 にとまった。9:30 に飛

び立つと再び北側へ飛翔し、旋回上昇後降下して、斜面の樹林に隠れ消失した。 

1、14、

19 

 109  成鳥 不明 9:16 9:21 ピークの南東で、クマタカ No.108 と 2 個体で旋回しているのを確認した。旋

回上昇中、尾羽上げ V 字飛翔を行い、クマタカ No.108 の後から北上するが、

クマタカ No.108 を追跡していたため視野からはずれ消失した。 

1、14、

19 

 110  成鳥 不明 9:23 9:26 飛び立ったクマタカ No.109 のあとを追うように飛翔する個体を確認した。ピ

ークの西側で旋回後、尾上げ V 字飛翔をしながら旋回上昇し、南下した。クマ

タカ No.108 を追跡していたため、視野から外れ消失した。 

14 

 111  成鳥 不明 9:29 9:29 St.21 西の針葉落葉混交樹林中空をハシブトガラス 2 羽にモビングされなが

ら、はばたきを交えて帆翔していた。尾根陰で消失した。 

21 

 112  成鳥 不明 9:30 9:44 飛び立ったクマタカ No.108 の近くを飛翔する個体を確認した。ピークの南西

で旋回上昇後、尾上げ V 字飛翔をして南下し、鉄塔 No.140 にとまった。9:44

飛び立ち、南へ飛翔し、ピーク北側の尾根陰で消失した。 

1、14 

 113  成鳥 不明 9:46 10:33 鉄塔 No.2-109 の南より飛来し、同鉄塔にとまった。南東へ飛び立ち、ピーク

東斜面の林内に入り消失した。 

1、14 

 114  不明 不明 9:47 9:47 鉄塔 No.2-109 付近上空を北西へ飛翔し、ピーク付近の尾根陰で消失した。 1、14 

 115  成鳥 不明 9:50 9:53 針葉樹林中空を旋回し、徐々に上昇した。旋回後、針葉樹林上空を滑翔してい

き、尾根陰で消失した。 

21 

 116  成鳥 不明 10:16 11:59 クマタカ No.113 観察中に、鉄塔 No.2-109 に飛来してとまった。北へ飛び立

ち、St.1 西側の手前樹林に隠れて消失した。 

1、14 

 117  成鳥 雄? 10:41 10:44 ピーク南東で波状飛行した。北へ飛翔し、St.1 西側の手前樹林に隠れて消失し

た。 

1 

 118  成鳥 雄? 10:48 10:52 St.1 南で旋回しているところを確認。北へ飛翔し、St.1 東側の手前樹林に隠

れて消失した。 

1 

 119  不明 不明 12:00 12:01 鉄塔 No.140 の東をクマタカ No.120 とともに南へ飛翔した。クマタカ No.120

追跡のため、視野から外れて消失した。 

1 

 120  成鳥 不明 12:00 12:02 鉄塔 No.140 の東をクマタカ No.119 とともに南へ飛翔した。ピーク南東で旋回

後、尾根陰で消失した。 

1 

7 月 

26 日 

121  成鳥 雄？ 10:07 10:24 ピーク東側の針葉樹林中空を旋回し、徐々に上昇した。滑翔してモミにとまっ

ていたクマタカ No.122 を攻撃して威嚇後、同個体を追跡してはばたきを交え

て帆翔した。V 字飛行しながら旋回後、波状飛行を繰り返した。その後、V 字

飛翔しながらクマタカ No.122、No.123 とともに旋回した。No.122 を追跡して

滑翔後、No.122、No.123 と離れて旋回したのち、旋回上昇した。滑翔後、No.123

と旋回した後、No.123 と離れて旋回した。クマタカ No.123 の観察を優先した

ため視野から外れて消失した。 

1、14、

19 

 122  若鳥 不明 10:11 10:21 ピーク南東のモミ上部に下向きにとまっているところを確認した。接近してき

たクマタカ No.121 に攻撃されて飛び立ち、No.121 に追跡されてはばたき飛翔

した。針葉樹林中空を旋回し、徐々に上昇した。クマタカ No.121、No.123 と

ともに旋回後、No.121、123 に追跡されながら滑翔した。No.121、No.123 の観

察を優先したため視野から外れて消失した。 

1、14、

19 

 123  成鳥 雌? 10:13 11:31 ピーク東側の針葉樹林中空で V 字飛行しながら旋回し、徐々に上昇した。クマ

タカ No.121、No.122 とともに旋回後、No.121 とともに No.122 を追跡して滑

翔した。No.121、No.122 が離れた後も滑翔した。その後、針広落混交林中空を

旋回した。接近してきた No.121 とともに旋回した後、No.121 と離れて滑翔し、

鉄塔 No.140 上部に南西向きでとまった。とまり中は No.124 方向を注視して誇

示していると思われた。その後飛び立ち、No.124 を攻撃して威嚇後、鉄塔 No.2-

109 頂部に南西向きにとまった。とまり中は周囲を見回しており、誇示してい

るものと思われた。羽づくろいした後飛び立ち、はばたきを交えて帆翔した。

低い雲（ガス）に遮られて消失した。 

1、14、

19 

 124  成鳥 不明 10:25 10:50 鉄塔 No.2-109 頂部に南向きにとまっているところを確認した。とまり中は休

息しているものと思われた。飛来してきたクマタカ No.123 に攻撃されて飛び

立ち、はばたきを交えて帆翔した。尾根陰に隠れて消失した。 

1、14 

 

8.2-87 

表 8.2.3-2（7） 2024 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

7 月 

26 日 

125  成鳥 不明 11:24 11:32 過年度の営巣地（Ia）北側の斜面で旋回しているのを確認した。Ia 尾根上の針

葉樹にとまった。飛び立ち旋回後、北東へ飛翔し、ピーク西の林に入り消失し

た。 

19、21 

 126  成鳥 不明 12:53 13:04 ピーク上空でクマタカ No.127 と旋回しているのを確認した。クマタカ No.127

に数回つっかかった。旋回上昇後、2個体で南へ滑翔し、尾根陰で消失した。 

21 

 127  成鳥 不明 12:53 13:04 ピーク上空でクマタカ No.124 と旋回し、No.126 に数回つっかかられた。旋回

上昇後、2 個体で南に滑翔し、尾根陰で消失した。 

21 
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8.2-88 

3． 2025 年 

事後調査として実施したクマタカ定点観察における 2025 年のクマタカの確認状況を表

8.2.3-3 に示す。 

 

表 8.2.3-3（1） 2025 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

26 日 

1  成鳥 不明 10:14 10:15 St.1 の西側で南西へ飛翔する個体を確認した。鉄塔 No.2-110 北側で旋回

し、高度が低くなった際に手前樹林に隠れ消失した。 

1 

 2  成鳥 不明 12:41 12:41 St.21 の北東側で、北東へ飛翔する個体を確認した。そのまま滑翔し、ピ

ーク西斜面の比較的低標高の林内へ入り消失した。 

21 

 3  成鳥 不明 12:53 13:30 既知の営巣地（Ma）の巣内にとまっている個体を確認した。巣内に座って

おり抱卵中であると考えられる。地点移動のためそのまま観察を終了し

た。 

22 

 4  成鳥 不明 13:05 13:09 過年度の営巣地（Ib）上空で飛翔している個体を確認した。斜面のスギに

とまるが少しして飛び立ち、旋回しながら北方向へ飛翔していくと、尾根

陰で消失した。 

19,21 

 5  成鳥 不明 13:26 13:31 過年度の営巣地（Ib）北側で旋回する個体を確認した。旋回しながら南下

し、旋回上昇後再び旋回しながら南下した。ピークの北側から南方向へ滑

翔すると、尾根陰で消失した。 

21 

 6  成鳥 不明 14:46 15:50 過年度の営巣地（Ib）付近のスギにとまっている個体を確認した。南側を

向いてとまっている。調査終了時間となり、観察を終了した。 

21 

3 月 

27 日 

7  成鳥 不明 9:20 9:21 St.21 の北側で旋回している個体を確認した。その後北東方向へ滑翔する

が、カラス類に追われ飛翔した。過年度の営巣地（Ib）付近の林内へ入り

消失した。 

21 

 8  不明 不明 9:23 9:23 過年度の営巣地（Ib）の北側を北方向へ低く飛翔する個体を確認した。高

度が下がると周りの樹林で見えなくなり消失した。 

19 

 9  成鳥 不明 12:21 12:21 既知の営巣地（Ma）のある谷内を、西側から巣方向へ飛翔する個体を確認

した。巣に進入するように降下し、手前樹林に隠れ消失した。 

1 

 10  成鳥 不明 13:00 15:00 既知の営巣地（Ma）の巣内にとまっている個体を確認した。クマタカ No.13

が飛来し巣にとまった。本個体はまもなく飛び立ち、付近の谷内を旋回後

北東へ飛翔し旋回上昇した。その後南東へ降下し、ピーク北側の落葉広葉

樹にとまった。調査終了時間となり観察を終了した。 

1 

 11  成鳥 不明 13:14 13:19 St.14 の北西側を、クマタカ No.12 と 2 個体で飛翔する個体を確認した。

旋回後、旋回上昇し東方向へ滑翔すると手前樹林で消失した。 

14 

 12  成鳥 不明 13:14 13:15 St.14 の北西側を、クマタカ No.11 と 2 個体で飛翔する個体を確認した。

旋回後、旋回上昇し北東方向へ飛翔するが、クマタカ No.141 の観察を優

先したため視野から外れそのまま消失した。 

14 

 13  成鳥 雄 13:40 14:20 クマタカ No.10 を観察中に既知の営巣地（Ma）の巣内へ飛来しとまる個体

を確認した。クマタカ No.140 が飛び立った後もとまり続けた。他所観察

のため観察を終了した。 

1 

 14  成鳥 不明 15:10 15:22 過年度の営巣地（Ib）南側の谷上空でカラス類に追われながら旋回する個

体を確認した。旋回しながら北東へ移動後、南へ飛翔した際に一度カラス

類に攻撃を行った。さらに旋回しながら東方向へ飛翔後、ピークの南側を

南東へ滑翔していくと、貫ヶ岳北側の尾根陰で消失した。 

19,21 

3 月 

28 日 

15  成鳥 不明 10:12 10:12 鉄塔 No.142 の南側で旋回する個体を確認した。北東へ移動していくと、

St.1 東側の尾根陰で消失した。 

1 

 16  不明 不明 12:42 12:49 ピークの北側を飛翔する個体を確認した。波状飛行を行った後、V字飛行

を行いながらピーク東側の谷の下流方向へ飛翔した。その後谷奥方向へ戻

り再び下流方向へ飛翔後、旋回上昇し高度を上げると西方向へ滑翔した。

ピーク西側付近へ飛翔していくが手前の尾根陰で消失した。 

14,19,21 

4 月 

24 日 

17  成鳥 不明 12:36 12:36 既知の営巣地（Ma）の巣付近から南へ飛翔する個体を確認した。すぐに林

内に進入し消失した。 

1 

 18  成鳥 不明 12:40 12:40 クマタカ No.17 を消失した地点付近の林内より出現する個体を確認した。

過年度の営巣木（Ma）付近へ飛翔するが、手前樹林に隠れ消失した。 

1 

4 月 

25 日 

19  成鳥 不明 11:40 11:50 ピークの西側尾根近くの立ち枯れにとまっている個体を確認した。飛び立

つとすぐ近くの立ち枯れにとまった。飛び立ち北側で旋回後南東へ飛翔

し、ピークの南西側の尾根付近にとまるような様子が見られたが、手前樹

林で隠れ消失した。 

19,21 

 20  成鳥 不明 12:07 12:21 ピークの東側斜面でとまっている個体を確認した。飛び立つと南へ飛翔

し、尾上げ V 字ディスプレイをしながら飛翔後、波状ディスプレイを行っ

た。ピークの北西側の尾根陰で消失した。 

19 

（資料 − 94）
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8.2-88 

3． 2025 年 

事後調査として実施したクマタカ定点観察における 2025 年のクマタカの確認状況を表

8.2.3-3 に示す。 

 

表 8.2.3-3（1） 2025 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

3 月 

26 日 

1  成鳥 不明 10:14 10:15 St.1 の西側で南西へ飛翔する個体を確認した。鉄塔 No.2-110 北側で旋回

し、高度が低くなった際に手前樹林に隠れ消失した。 

1 

 2  成鳥 不明 12:41 12:41 St.21 の北東側で、北東へ飛翔する個体を確認した。そのまま滑翔し、ピ

ーク西斜面の比較的低標高の林内へ入り消失した。 

21 

 3  成鳥 不明 12:53 13:30 既知の営巣地（Ma）の巣内にとまっている個体を確認した。巣内に座って

おり抱卵中であると考えられる。地点移動のためそのまま観察を終了し

た。 

22 

 4  成鳥 不明 13:05 13:09 過年度の営巣地（Ib）上空で飛翔している個体を確認した。斜面のスギに

とまるが少しして飛び立ち、旋回しながら北方向へ飛翔していくと、尾根

陰で消失した。 

19,21 

 5  成鳥 不明 13:26 13:31 過年度の営巣地（Ib）北側で旋回する個体を確認した。旋回しながら南下

し、旋回上昇後再び旋回しながら南下した。ピークの北側から南方向へ滑

翔すると、尾根陰で消失した。 

21 

 6  成鳥 不明 14:46 15:50 過年度の営巣地（Ib）付近のスギにとまっている個体を確認した。南側を

向いてとまっている。調査終了時間となり、観察を終了した。 

21 

3 月 

27 日 

7  成鳥 不明 9:20 9:21 St.21 の北側で旋回している個体を確認した。その後北東方向へ滑翔する

が、カラス類に追われ飛翔した。過年度の営巣地（Ib）付近の林内へ入り

消失した。 

21 

 8  不明 不明 9:23 9:23 過年度の営巣地（Ib）の北側を北方向へ低く飛翔する個体を確認した。高

度が下がると周りの樹林で見えなくなり消失した。 

19 

 9  成鳥 不明 12:21 12:21 既知の営巣地（Ma）のある谷内を、西側から巣方向へ飛翔する個体を確認

した。巣に進入するように降下し、手前樹林に隠れ消失した。 

1 

 10  成鳥 不明 13:00 15:00 既知の営巣地（Ma）の巣内にとまっている個体を確認した。クマタカ No.13

が飛来し巣にとまった。本個体はまもなく飛び立ち、付近の谷内を旋回後

北東へ飛翔し旋回上昇した。その後南東へ降下し、ピーク北側の落葉広葉

樹にとまった。調査終了時間となり観察を終了した。 

1 

 11  成鳥 不明 13:14 13:19 St.14 の北西側を、クマタカ No.12 と 2 個体で飛翔する個体を確認した。

旋回後、旋回上昇し東方向へ滑翔すると手前樹林で消失した。 

14 

 12  成鳥 不明 13:14 13:15 St.14 の北西側を、クマタカ No.11 と 2 個体で飛翔する個体を確認した。

旋回後、旋回上昇し北東方向へ飛翔するが、クマタカ No.141 の観察を優

先したため視野から外れそのまま消失した。 

14 

 13  成鳥 雄 13:40 14:20 クマタカ No.10 を観察中に既知の営巣地（Ma）の巣内へ飛来しとまる個体

を確認した。クマタカ No.140 が飛び立った後もとまり続けた。他所観察

のため観察を終了した。 

1 

 14  成鳥 不明 15:10 15:22 過年度の営巣地（Ib）南側の谷上空でカラス類に追われながら旋回する個

体を確認した。旋回しながら北東へ移動後、南へ飛翔した際に一度カラス

類に攻撃を行った。さらに旋回しながら東方向へ飛翔後、ピークの南側を

南東へ滑翔していくと、貫ヶ岳北側の尾根陰で消失した。 

19,21 

3 月 

28 日 

15  成鳥 不明 10:12 10:12 鉄塔 No.142 の南側で旋回する個体を確認した。北東へ移動していくと、

St.1 東側の尾根陰で消失した。 

1 

 16  不明 不明 12:42 12:49 ピークの北側を飛翔する個体を確認した。波状飛行を行った後、V字飛行

を行いながらピーク東側の谷の下流方向へ飛翔した。その後谷奥方向へ戻

り再び下流方向へ飛翔後、旋回上昇し高度を上げると西方向へ滑翔した。

ピーク西側付近へ飛翔していくが手前の尾根陰で消失した。 

14,19,21 

4 月 

24 日 

17  成鳥 不明 12:36 12:36 既知の営巣地（Ma）の巣付近から南へ飛翔する個体を確認した。すぐに林

内に進入し消失した。 

1 

 18  成鳥 不明 12:40 12:40 クマタカ No.17 を消失した地点付近の林内より出現する個体を確認した。

過年度の営巣木（Ma）付近へ飛翔するが、手前樹林に隠れ消失した。 

1 

4 月 

25 日 

19  成鳥 不明 11:40 11:50 ピークの西側尾根近くの立ち枯れにとまっている個体を確認した。飛び立

つとすぐ近くの立ち枯れにとまった。飛び立ち北側で旋回後南東へ飛翔

し、ピークの南西側の尾根付近にとまるような様子が見られたが、手前樹

林で隠れ消失した。 

19,21 

 20  成鳥 不明 12:07 12:21 ピークの東側斜面でとまっている個体を確認した。飛び立つと南へ飛翔

し、尾上げ V 字ディスプレイをしながら飛翔後、波状ディスプレイを行っ

た。ピークの北西側の尾根陰で消失した。 

19 

8.2-89 

表 8.2.3-3（2） 2025 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

4 月 

25 日 

21  成鳥 不明 12:07 14:40 既知の営巣地（Ma）の巣内にいる個体を確認した。時折立ち上がり羽繕い

をする様子が確認された。調査終了時間となり観察を終了した。 

22 

 22  成鳥 不明 13:26 13:31 過年度の営巣地（Ib）付近上空で旋回する個体を確認した。北へ飛翔しピ

ークの北西側斜面上で旋回を行った。途中で出現したクマタカ No.23 とつ

っかかり合いながら南へ飛翔し、過年度の営巣木（Ia）北側の林内に進入

し消失した。 

19,21 

 23  成鳥 不明 13:28 13:31 クマタカ No.22 を観察中に付近を飛翔する本個体を確認した。2 個体でつ

っかかり合いながら南へ飛翔し、過年度の営巣木（Ia）北側の林内に進入

し消失した。 

19 

 24  成鳥 不明 13:36 13:39 既知の営巣地（Ma）の巣内へ北東側から飛来し、とまる個体を確認した。

すぐに飛び立ち巣の北側でしばらく旋回後、営巣木のある谷の右岸尾根付

近の林内に進入し消失した。 

22 

 25  成鳥 不明 14:51 14:51 過年度の営巣地（Ia）付近から別の過年度の営巣木（Ib）方向へ低空を飛

翔する個体を確認した。降下し尾根陰で消失した。 

12' 

5 月 

28 日 

26  成鳥 不明 9:45 9:48 ピークの東側斜面上で旋回する個体を確認した。北へ飛翔し、St.1 西側の

手前樹林に隠れ消失した。 

1 

 27  成鳥 不明 9:49 9:50 ピークの南東側斜面上を南へ飛翔する個体を確認した。すぐに尾根陰で消

失した。 

1 

 28  成鳥 不明 9:58 10:04 St.1 の西側斜面上を飛翔する個体を確認した。旋回等を交え飛翔し、鉄塔

No.141 の北側の樹林に入るがすぐに出て再び斜面上を飛翔した。旋回上

昇後旋回し、再度旋回上昇した後、鉄塔 No.140 北側の樹林へ急降下して

いくが、手前樹林に隠れ消失した。 

1,14 

 29  成鳥 不明 10:18 10:19 鉄塔 No.2-109 付近からピーク方向へ飛翔する個体を確認した。同ピーク

南東の尾根上空で尾上げ V 字ディスプレイを行いながら降下し尾根陰で

消失した。 

1,14 

 30  成鳥 不明 10:23 10:25 ピークの南東側尾根上空を北東へ飛翔する個体を確認した。同ピーク東斜

面を北へ飛翔し鉄塔 No.140 東側の樹林へ降下した。手前樹林に隠れ消失

した。 

1,14 

 31  成鳥 不明 12:32 13:30 既知の営巣地（Ma）の巣内にとまり、巣内雛(クマタカ No.32)へ給餌を行

う個体を確認した。給餌後も巣内にとまり続けたが、地点移動のためその

まま観察を終了した。 

22 

 32  幼鳥 不明 12:32 13:30 既知の営巣地（Ma）の巣内に雛を確認した。クマタカ No.31 から給餌を受

けていた。地点移動のためそのまま観察を終了した。 

22 

 33  成鳥 不明 13:35 13:39 ピークの南側で旋回する個体を確認した。同ピーク付近まで北上後、再び

南へ向きを変え V字ディスプレイを行いながら飛翔した。南南東へ急降下

を行うと手前樹林の陰で消失した。 

19,21 

 34  成鳥 不明 14:37 14:38 過年度の営巣地(Ia、Ib)の北側斜面上空で旋回する個体を確認した。その

後、過年度の営巣地(Ia)の尾根陰で消失した。 

21 

5 月 

29 日 

35  幼鳥 不明 13:00 14:35 既知の営巣地（Ma）の巣内に雛を確認した。時折羽を動かす動きが確認さ

れた。地点移動のためそのまま観察を終了した。 

22 

 36  成鳥 不明 13:47 13:59 ピークの西側尾根斜面上のスギ頂部にとまっている個体を確認した。飛び

立つと同尾根上の立ち枯れにとまった。13:51 飛び立ち一度周りを旋回後、

同尾根やや上部の立ち枯れにとまった。二度ほど枝移りを行った後の

13:58 に飛び立つと、北へ低く飛翔し斜面の樹林で見えなくなり消失した。 

21,23 

5 月 

30 日 

37  成鳥 不明 9:00 9:10 過年度の営巣地(Ib)の西上空で旋回する個体を確認した。旋回後東へ飛翔

し、ピーク南西の谷内を旋回し南へ飛翔した。途中林内に進入するが、少

しして付近を旋回しさらに南へ飛翔した。ピーク南の尾根陰で消失した。 

19,21 

 38  成鳥 不明 9:28 9:29 ピーク付近を旋回する個体を確認した。旋回を終えると南東へ飛翔し、ピ

ーク南の尾根陰で消失した。 

21 

 39  成鳥 不明 11:55 11:59 ピークの北東側上空を北東へ飛翔する個体を確認した。鉄塔 No.2-113 南

側で南西へ転じると、ピーク南東側で旋回上昇を行いながら南西へ飛翔し

た。同ピーク南側の尾根陰で消失した。 

1 

 40  幼鳥 不明 13:35 14:30 既知の営巣地（Ma）の巣内に雛を確認した。地点移動のためそのまま観察

を終了した。 

22 

 41  成鳥 不明 14:01 14:05 ピーク南東側尾根上空で旋回上昇する個体を確認した。尾羽上げ V 字ディ

スプレイを行いながら飛翔した。高度を上げディスプレイを終えるとピー

ク南の主稜線付近まで滑翔し、主稜線付近を南へ飛翔した。ピーク北側の

樹林へ降下し林内に入ったため消失した。 

2 
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表 8.2.3-3（3） 2025 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

6 月 

25 日 

42  幼鳥 不明 11:34 13:20 既知の営巣地（Ma）の巣内に雛を確認した。羽づくろい、巣内を歩く等の

様子を確認した。地点移動のためそのまま観察を終了した。 

22 

 43  成鳥 不明 12:34 12:35 過年度の営巣地(Ib)の斜面下にとまりを確認した。すぐに飛び立ち南東方

向へ飛翔し、南側の谷内へ進入すると尾根陰で消失した。 

21 

 44  不明 雄? 12:38 12:42 ピーク西側上空で旋回上昇する個体を確認した。旋回上昇を行いながら南

東へ移動し、途中から滑翔すると尾根陰で消失した。 

19,21 

 45  不明 不明 12:38 12:44 ピーク南側で旋回する個体を確認した。北方向へ飛翔し、同ピーク北西側

斜面上のスギにとまった。飛び立つと南へ飛翔し同ピーク南西側斜面の落

葉広葉樹にとまった。飛び立ち南東へ飛翔すると、樹林の陰で消失した。 

21 

 46  成鳥 雄 13:43 13:50 St.21 東側斜面上で旋回上昇する個体を確認した。St.21 上空でクマタカ

No.47 と 2 個体で旋回後、南東へ飛翔した。その後北東へ滑翔していき貫

ヶ岳西側の谷へ降下すると尾根陰で消失した。 

19,21 

 47  不明 雌? 13:45 13:50 ピーク西側で旋回する個体を確認した。St.21 上空へ移動するとクマタカ

No.46 と 2 個体で旋回し、その後本個体は南西方向へ飛翔後尾根陰で消失

した。 

21 

6 月 

26 日 

48  成鳥 不明 11:42 11:44 St.21 南西側谷奥で旋回する個体を確認した。東へ滑翔後旋回し、南へ向

かうと尾根陰で消失した。 

21 

 49  成鳥 不明 12:00 13:30 既知の営巣地（Ma）の南側上空から降下してくる個体を確認した。脚に何

か餌らしきものを持っており、巣に入するとすぐに飛び立ち谷右岸尾根の

スギにとまった。少しして飛び立つと近くのスギにとまるが、すぐに飛び

立ち付近を旋回後、同尾根のやや標高の低い位置のスギにとまった。落ち

着いてとまっていたが、12:20～13:00 くらいの間カケスに何度も攻撃さ

れた。調査終了時間となり観察を終了した。 

1 

 50  幼鳥 不明 12:02 12:50 クマタカ No.49 が既知の営巣地（Ma）のある谷付近を旋回中、営巣地（Ma）

巣内に雛の姿を確認した。しばらくの間巣の外側に近い場所に立っていた

が、クマタカ No.49 観察中に姿が見えなくなった。 

1 

6 月 

27 日 

51  成鳥 不明 7:53 7:55 St.2 南西側の尾根及び谷上空で旋回する個体を確認した。徐々に北西へ

移動後、北へ滑翔していくと、手前樹林で消失した。 

2 

 52  成鳥 不明 8:01 8:03 St.1 の南東側の谷及び斜面上空で旋回する個体を確認した。西へ移動後、

東へ飛翔し、その後北へ飛翔した。途中から St.1 方向へ滑翔すると手前

樹林で消失した。 

2 

 53  不明 不明 8:06 8:07 St.1 東側斜面上空で旋回する個体を確認した。旋回しながら南へ移動後、

西へ滑翔すると、谷内へ進入し消失した。 

1,19 

 54  成鳥 不明 9:46 9:48 過年度の営巣地(Ib)南側の谷、右岸斜面上空で旋回する個体を確認した。

旋回しながら南西へ移動後、南へ滑翔すると、手前樹林で消失した。 

19,21 

 55  成鳥 不明 9:47 10:07 St.1 南東側斜面上空で旋回する個体を確認した。南へ移動後、旋回上昇す

ると北東へ飛翔した。St.2 東側、南又川右岸斜面の林内に進入するがすぐ

に出てくると、ピーク方向へ移動し、付近を飛翔していたクマタカ No.56

と 2 個体で旋回上昇を行った。その後も 2 個体で飛翔し南下していくと、

ピークの尾根陰で消失した。 

1,2,19 

 56  成鳥 不明 9:56 10:07 ピークの西側で飛翔する個体を確認した。同ピーク上空をクマタカ No.55

と 2 個体で旋回上昇し南下していくと、ピークの尾根陰で消失した。 

1,2,19 

 57  成鳥 不明 10:24 10:25 ピークの南東側尾根上空で飛翔する個体を確認した。V字ディスプレイを

行いながら飛翔し、徐々に東へ移動後、谷内へ進入すると尾根陰で消失し

た。 

2 

 58  成鳥 不明 10:47 10:56 St.21 東側、石合川右岸斜面上空で旋回する個体を確認した。しばらく旋

回後、南東側で旋回上昇し南東へ滑翔した。その後南へ降下していくと尾

根陰で消失した。 

19,21 

 59  成鳥 不明 11:17 11:20 ピークの南東側尾根上空で旋回する個体を確認した。北西へ移動し同ピー

ク上空を通過後さらに北西へ滑翔すると、手前樹林で消失した。 

2 

 60  成鳥 不明 12:43 12:48 St.21 の南側尾根上空で旋回する個体を確認した。南西方向へ降下すると

尾根陰で消失した。 

21 

 61  幼鳥 不明 13:52 14:20 既知の営巣地（Ma）の巣内に雛 1個体を確認した。時折頭が動いており、

14:06 立ち上がる姿を確認した。調査終了時間となり観察を終了した。 

1 

 62  成鳥 不明 14:29 14:33 ピークの北東側上空、比較的高空で旋回する個体を確認した。その後南西

へ滑翔し、ピーク上空を通過後さらに南西へ滑翔していくと、ピーク北側

斜面背景に溶け込みそのまま消失した。 

2 

 63  成鳥 不明 14:57 15:02 St.21 の南東側尾根上空で旋回する個体を確認した。斜面沿いに徐々に北

へ移動後旋回上昇し高度を上げると、東へ滑翔し尾根陰で消失した。 

21 
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表 8.2.3-3（4） 2025 年クマタカ確認状況表 

調査日 No. 成幼 雌雄 
確認時間 

確認状況 
確認 

定点 始 終 

7 月 

30 日 

64  成鳥 不明 11:48 11:50 St.21 南西側の谷斜面付近で飛翔する個体を確認した。南へ旋回後、東へ

飛翔し手前樹林に隠れ消失した。 

21 

 65  成鳥 不明 12:05 12:10 ピークの東側で旋回する個体を確認した。北方向へ飛翔し、St.22 の西側

の樹林に隠れ消失した。 

22 

 66  成鳥 不明 12:24 12:35 過年度の営巣地(Ib)付近を旋回している個体を確認した。斜面上を北方向

へ飛翔し旋回後、南へ戻り、再び北へ飛翔する。その後、旋回しながら南

へ移動し、旋回上昇後、南東方向へ滑翔してピーク付近で斜面背景に溶け

込み消失した。 

19,21 

 67  成鳥 不明 13:18 13:21 貫ヶ岳の西側斜面上空で旋回する個体を確認した。北へ飛翔し、ピークの

北東で旋回後、南東方向へ降下し尾根陰で消失した。 

21 

 68  成鳥 不明 13:33 13:36 ピークの西側で旋回する個体を確認した。過年度の営巣地(Ia)付近で南方

向へ飛翔する。ピークの東で旋回後、さらに南方向へ飛翔し尾根陰で消失

した。 

21 

 69  幼鳥 不明 13:46 14:00 既知の営巣地（Ma）の北西から飛来し巣にとまる個体を確認した。そのま

まとまり続け、調査終了時間のため観察終了した。 

22 

7 月 

31 日 

70  成鳥 不明 8:53 8:54 St.1 の北側で旋回する個体を確認した。北方向へ飛翔し、手前樹林に隠れ

消失した。 

22 

 71  成鳥 不明 10:38 10:46 徳間峠上空で旋回する個体を確認した。旋回上昇後、旋回しながら北東方

向へ移動すると、南方向へ滑翔した。徐々に降下し、ピークの西側の尾根

陰で消失した。 

2,22 

 72  成鳥 不明 11:07 11:13 ピーク付近で尾上げ V 字ディスプレイを行いながら旋回する個体を確認

した。同ピーク方向へ急降下後、北東へ飛翔し再び尾上げ V 字ディスプレ

イを行いながら旋回上昇する。その後、波状飛行を行うと、クマタカ No.73

が付近に出現し、その個体を追って北西方向へ飛翔する。ピークの西側で

手前樹林に隠れ消失した。 

2,22 

 73  若鳥 不明 11:10 11:13 クマタカ No.72 を観察中に付近で旋回する本個体を確認した。クマタカ

No.72 に先行して北西方向へ飛翔し、ピークの西側で手前樹林に隠れ消失

した。 

2,22 

 74  不明 不明 12:17 12:18 ピークの西側で尾上げ V 字ディスプレイを行いながら旋回する個体を確

認した。北西方向へ飛翔し尾根陰で消失した。 

2,22 

 75  成鳥 不明 12:19 12:20 ピークの西側で旋回する個体を確認した。東方向へ飛翔すると手前樹林に

隠れ消失した。 

23 

 76  成鳥 不明 13:20 13:20 既知の営巣地（Ma）に餌（種不明）を持って飛来し、巣内に餌を置く。す

ぐにクマタカ No.77 が飛来すると、本個体は飛び立ち、巣付近の林内に入

り消失した。 

22 

 77  幼鳥 不明 13:20 13:45 クマタカ No.76 を観察中に、既知の営巣地（Ma）に飛来する本個体を確認

した。巣内で摂餌し、そのまま調査終了時間のため観察終了した。 

22 

 78 不明 不明 11:42 11:44 ピーク北西側の尾根上で旋回する個体を確認した。南東方向へ飛翔し尾根

陰で消失した。 

19,21 

 79 幼鳥 不明 11:47 12:15 既知の営巣地（Ma）の巣内にとまっている個体を確認した。餌（種不明）

を持ち上げるが、摂餌せず置く様子が見られた。12:15 に北方向へ飛び立

ち、手前樹林に隠れ消失した。 

22 
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8.4-1 

８．４ 一部計画変更等に伴う追加検討関係 

 

８．４．１ 新 146 鉄塔工事用地内の土砂流出 

新 146 鉄塔工事用地内の谷側斜面（鉄塔敷地の下方）において、2024 年 10 月上旬の大雨

により土砂（表層土）が流出した。土砂流出範囲には進展防止対策済である。なお、土砂流

出が発生した鉄塔工事用地は、この１箇所のみである。 

 

1．場所 

図１：位置図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.4.1-1 位置図 

 

2．状況 

土砂流出範囲は、新 146 鉄塔工事用地内の谷側斜面（鉄塔敷地の下方）であり、工事のた

めに借地している範囲である。流出した土砂は、近隣沢の手前の崩土堆積域で止まっていた

ことから、近隣沢への土砂流入は無かったものと考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（流出後：2024 年 10 月 23 日）       （流出前：2024 年 4 月時点） 

図 8.4.1-2 土砂流出前後 

 

新 146 鉄塔工事用地 
(南巨摩郡南部町福士字南又) 

土砂流出範囲 

（谷側斜面） 

既既設設鉄鉄塔塔  
（（№№22--111133））  

新新 114466  
鉄鉄塔塔工工事事用用地地  

既既設設鉄鉄塔塔  
（（№№22--111133））  

土砂流出範囲 
（谷側斜面） 
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図 8.4.1-3 土砂流出後状況 

➀崩壊地の上端部（2024 年 11 月 1 日） 

➁崩壊地の側方部 

（2024 年 11 月 1 日） 

➂露岩域・崩土堆積域 

（2024 年 11 月 1 日） 

➃崩土堆積域の下端（2024 年 11 月 1 日） 
近隣沢 

（資料 − 424）
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8.4-3 

3．土砂流出範囲の調査結果 

地質調査会社による調査結果が次の通り示された。 

 

・緩斜面部に土砂が厚く堆積している。 

・土砂表層 1～2m は「礫混り土砂」であり、

この層が特に緩い。 

・土砂深部は「岩塊混り土砂」である。 

・土砂層は表面波探査の Vs=210m/s（Vs≒Vr）

以下の速度層（軟弱地盤）に相当する。 

・斜面崩壊は、浅層の礫混り土砂部分が崩壊

することにより発生していると考えられる。 

 

4．土砂流出範囲以外の改変状況等 

新 146 鉄塔工事用地の上部は、ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ運搬の荷降しに使用するために、安全確保（樹木

との接触事故防止）に必要な範囲を一部皆伐したが、伐採後の「根」は残している。参考文

献(*)では、「根」は表層土崩壊発生を防止する機能を発揮し、この機能は伐採により低下す

るものの、最低に達するまでに約 10 年間要すると示されている。 

また、図 8.4.1-5 に示すとおり、隣接する鉄塔工事用地も伐採済で工事中であり、同じ断

続的な大雨（2024 年 10 月 3 日～5 日）に遭ったものの、土砂流出が発生したのは新 146 鉄

塔敷地の下部のみであった。 

 

  

 
 
 
 
 
 
 

 

新 146 鉄塔工事用地  新 147 鉄塔工事用地 新 148 鉄塔工事用地  

図 8.4.1-5 近隣の鉄塔工事用地（2024 年 10 月 23 日） 

 

5．環境保全等 

(1) 周辺の水域状況 

近隣の沢と下流の南又川について、土砂流出による汚濁等は無いことを確認済である。 

 

図 8.4.1-4 表層土断面図 

＊森林が持つ表層崩壊防止機能を高めるための森林施業の計画に関するガイドライン(案) 
［令和 5 年 3 月 林野庁森林整備部治山課］index-20.pdf 
https://www.rinya.maff.go.jp/j/suigen/suigen/attach/pdf/index-20.pdf 

新 146 鉄塔 
基礎⼯事中 

新 147 鉄塔 
基礎⼯事中 

新 148 鉄塔 
基礎⼯事中 
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8.4-4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

11⃣⃣ 沢 

 

22⃣⃣ 沢 

（砂防ダム） 

33⃣⃣ 南又川 

（砂防ダム） 

44⃣⃣ 南又川 

（工事場所付近）  

 

(2) 希少動植物 

動植物調査（2020 年）において、新 146 鉄塔工事用地内では猛禽類を除く動物は確認され

ていない。同工事用地は猛禽類の高利用域内により、保全措置のうえ工事している。 

植物は１種（エビネ）確認しており、改変前に移植済（2023 年）であり、今回の土砂流出

の影響無く、生存を確認済である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

6．原因（推定） 

新 146 鉄塔工事用地内の谷側斜面は、岩盤

上に表層土の厚さが 1～2ｍ程度で堆積されて

いた。10 月 3 日から 10 月 5 日にかけて、南部

町では断続的な大雨により、3 日間の累積雨量

は約 192 ㎜であった。 

この雨水が谷側斜面に集中して流れ、直接

及び表流水により地下水が地盤へ供給された

ため、深度 1～2m の浅層の土砂層が緩み、急

移植地  

土砂流出範囲 

（谷側斜面） 
近隣の沢 

鉄塔工事用地端から 
近隣の沢までの 
直線距離:約１１０m 

図 8.4.1-6 近隣の水域状況（2024 年 10 月 24 日） 

図 8.4.1-7 移植地（エビネ）の状況（2024 年 11 月 21 日） 

図 8.4.1-8 南部町の降水量 
（出典：気象庁 HP） 
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8.4-5 

傾斜の部分が表層崩壊したものと考えられる。 

なお、谷側斜面は、工事による造成は行っていない。 

これに加えて、工事に伴う伐採域の拡張により、森林が持つ保水力が低下したために、谷

側斜面の表層土に供給される雨水の量が伐採前に比べて増加し、土砂流出を助長させた可能

性があるものと考えている。 

 
7．対策 

(1) 法面保護 

土砂流出の進展防止のために、新 146 鉄塔工事用地内において、高張力ネットとアンカー

による対策を実施済である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2) 表流水分散化等 

雨水を分散して流れるようにするために、新 146 鉄塔敷地内において、土のう積みによる

対策を検討中である。また、工事後の鉄塔敷地上部の伐採跡地において、森林の保水力を高

めるために、植栽等を検討中である。 
 
8．経緯 

・2024 年 10 月 3～5 日 南部町において大雨が発生。 

・2024 年 10 月 07 日  天気回復後に工事用地内をﾊﾟﾄﾛｰﾙし、谷側斜面の土砂流出を確認。 

・2024 年 10 月 23 日  ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ巡視で土砂流出の範囲を確認。 

・2024 年 10 月 24 日  地上で土砂流出範囲を確認。近隣の沢と下流域の水質状況を確認。 

・2024 年 11 月 01 日  地質調査会社による土砂流出範囲を調査。 

・2024 年 11 月 21 日  植物（エビネ）移植地を確認。 

・2024 年 12 月 09 日  山梨県（大気水質保全課、以下同様）に訪問報告。 

・2025 年 01 月 17 日  山梨県に書面報告。 

・2025 年 02 月 12 日  山梨県に追加書面報告。 

・2025 年 02 月 27 日  山梨県に追加書面報告。 

・2025 年 09 月 29 日  高張力ネットとアンカー対策完了 

             ＊対策後は、大雨、台風等による土砂流出は発生していない。 

 

 

図 8.4.1-9 高張力ネットとアンカー対策状況 
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８．４．２ 新 145 鉄塔工事用仮設モノレールの一部計画外設置に係る是正【非公開】 

 

 

環境影響評価対象外のため非公開にしました。なお、是正に伴う環境への影響はございません。 

8.4-7 

 

 

環境影響評価対象外のため非公開にしました。なお、是正に伴う環境への影響はございません。 
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8.4-7 

 

 

環境影響評価対象外のため非公開にしました。なお、是正に伴う環境への影響はございません。 
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環境影響評価対象外のため非公開にしました。なお、是正に伴う環境への影響はございません。 
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環境影響評価対象外のため非公開にしました。なお、是正に伴う環境への影響はございません。 
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